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調査区全景（上空から）

第２号竪穴建物跡　貯蔵穴遺物出土状況（須恵器　広口壺・提瓶）



序

　茨城県では，県土の均衡ある発展を支える基盤として，市町村の枠

を越えた広域的交流や連携の発展を見据えた主要地方道や幹線道路網

の改良整備を推進しているところです。

　その一環として，茨城県水戸土木事務所は，水戸市内原地区におい

て，一般県道友部内原線道路改良事業を計画しました。しかしながら，

その事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である下遠田遺跡が所在し，

記録保存の措置を講ずる必要があるため，当財団が茨城県水戸土木事

務所から埋蔵文化財発掘調査の委託を受け，下遠田遺跡は平成 25 年

４月から５月までの２か月間にわたりこれを実施しました。

　本書は，下遠田遺跡の調査成果を収録したもので，学術的な研究資

料としてはもとより，郷土の歴史に対する理解を深め，教育・文化の

向上の一助として御活用いただければ幸いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者

である茨城県水戸土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対

し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，水戸市教育

委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対し，深

く感謝申し上げます。

平成27年 ３月

公益財団法人茨城県教育財団

理 事 長 鈴 木 欣 一



例 言

　本書は，茨城県水戸土木事務所の委託により，公益財団法人茨城県教育財団が平成 25 年度に発掘調査を

実施した，茨城県水戸市五平町 342 －１番地ほかに所在する下遠田遺跡の発掘調査報告書である。

　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

　調査　平成 25 年４月１日～平成 25 年５月 31 日

　整理　平成 26 年 12 月１日～平成 27 年３月 31 日

　発掘調査は，調査課長白田正子のもと，以下の者が担当した。

　首席調査員兼班長　　　綿引英樹　　

　次 席 調 査 員　　　綿引　博　　

　調 査 員　　　田村雅樹　　

　整理及び本書の執筆・編集は，整理課長後藤一成のもと，調査員田村雅樹が担当した。

　

１

２

３

４



凡 例

１　当遺跡の地区設定は , 日本平面直角座標第Ⅳ系座標に準拠し，Ｘ＝＋ 39,160 ｍ , Ｙ＝＋ 45,480 ｍの交点を

基準点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。

この基準点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分割し，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃ…，西から東へ１, ２, ３…

とし，「Ａ１区」のように呼称した。さらに小調査区は，北から南へ a，b，c…j，西から東へ 1，2，3，…0

と小文字を付し，名称は，大調査区の名称を冠して「Ａ１a1 区」のように呼称した。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次のとおりである。

　　遺構　　Ｐ－ピット　PG－ピット群　SD－堀跡・溝跡　SI －竪穴建物跡　SK－土坑

　　遺物　　DP－土製品　Ｑ－石器・石製品

　　土層　　Ｋ－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，次のとおりである。

　（1）遺構全体図は 400 分の１，各遺構の実測図は原則として 60 分の１の縮尺とした。種類や大きさにより

異なる場合は，個々に縮尺をスケールで表示した。

　（2）遺物実測図は，原則として３分の１の縮尺とした ｡種類や大きさにより異なる場合は , 個々に縮尺をス

ケールで表示した。

　（3）遺構・遺物実測図中の表示は，次のとおりである。

　　　　焼土・赤彩・施釉　　　　　　　　　　　　　　炉・火床面

　　　　竈部材・粘土範囲・黒色処理　　　　　　　　　柱あたり・煤

●土器　　 ○土製品　 　□石器・石製品　 　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株式

会社）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各々総量を記述した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記は，次のとおりである。

　（1）計測値の単位はｍ，㎝，ｇで示した。なお，現存値は（　）を，推定値は［　］を付して示した。

　（2）遺物観察表の備考の欄は，残存率，写真図版番号及びその他必要と思われる事項を記した。黒色処理の

　　土師器については，漆塗りのみを記した。

　（3）遺物番号は通し番号とし，本文，挿図，観察表，写真図版に記した番号と同一とした。

６　竪穴建物跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

座標北からみて，どの方向にどれだけ振れているかを角度で表示した（例　Ｎ－ 10 ﾟ－Ｅ）。

７　今回の報告分で，調査段階での遺構名を変更したもの及び欠番にしたものは以下のとおりである。

　変更　SK８→ SD２ Ｐ５～Ｐ７

　欠番　SK８
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－ 1－

水戸市水戸市  ●  

下遠田遺跡の概要

遺跡の位置と調査の目的

　下
げ

遠
どお

田
だ

遺跡は，水戸市の南西部を流れる涸
ひ

沼
ぬま

前
まえ

川
かわ

の

右岸に位置し，涸沼前川と支谷とに挟まれた標高 33

ｍほどの舌
ぜつ

状
じょう

台地上に立地しています。

　一
いっ

般
ぱん

県
けん

道
どう

友
とも

部
べ

内
うち

原
はら

線
せん

道
どう

路
ろ

改
かい

良
りょう

事
じ

業
ぎょう

に伴い，遺跡の現

状保存が困難であることから，記録保存を目的として

1,487㎡を発掘調査しました。調査区は，台地の先端

部に位置しています。

遺跡遠景（北西上空から）

調査の内容

　調査によって，古墳時代後期（約 1,600 年前）の竪
たて

穴
あな

建
たて

物
もの

跡
あと

９棟，室町時代

の堀跡１条のほか，溝跡 1条，土坑 42 基，ピット群１か所を確認しました。

出土遺物は，土
は

師
じ

器
き

（坏
つき

・椀
わん

・壺
つぼ

・甕
かめ

・甑
こしき

・ミニチュア土器），須
す

恵
え

器
き

（坏・

蓋
ふた

・装
そう

飾
しょく

器
き

台
だい

・広
ひろ

口
くち

壺
つぼ

・提
てい

瓶
へい

），土
は

師
じ

質
しつ

土
ど

器
き

（小
こ

皿
ざら

・皿
さら

），陶
とう

器
き

（鉢
はち

），磁
じ

器
き

（青
せい

磁
じ

皿
さら

），土
ど

製
せい

品
ひん

（支
し

脚
きゃく

・勾
まが

玉
たま

･ 土玉・棗
なつめ

玉
だま

），石器・石
せき

製
せい

品
ひん

（砥
と

石
いし

・紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

・臼
うす

玉
だま

）などです。



－ 2－

調査の内容

　調査によって，古墳時代後期の集落跡と室町時代の館に伴う堀跡が確認で

きました。

　古墳時代の集落跡は，出土土器から６世紀中葉に存在したと考えられます。

竪穴建物に竈
かまど

が導入された時期のものであることが分かりました。集落の中心

と考えられる最大の竪穴建物跡は，上屋が解体され，貯蔵穴へ上
かみつ

毛
け

野
の

地方（現

在の群馬県）の技法とみられる須恵器の広口壺や提瓶が埋納されています。そ

の後，ミニチュア土器や玉類を遺
い

棄
き

し，坏・椀類，甕類を割って順に投
とう

棄
き

し，

焼却したことが確認できました。集落廃絶の祀りの様相が分かると共に，竈の

導入や須恵器の流通など，広域間の交流を通して時代の変化が垣間見られます。

　室町時代の堀跡は，長さ 50 ｍ以上で，方形を呈すると考えられます。14

世紀前葉の土師質土器や中国製の青磁皿片などが出土しています。周辺には

｢原
はら

屋
や

敷
しき

｣ の地名が残っており，当該地における郷
ごう

村
そん

の拠点と考えられます。

第２号竪穴建物跡　遺物出土状況

第１号堀跡　完掘状況第２号竪穴建物跡　貯蔵穴遺物出土状況

第２号竪穴建物跡　調査風景
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　平成 23 年９月 28 日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに，一般県道友部内原線道

路改良事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取り扱いについて照会した。これを受けて，茨城県

教育委員会は，平成 23 年 10 月６日に現地踏査を行い，続いて，同年 11 月１日及び平成 24 年 12 月 17・25 日

に試掘調査を実施し，遺跡の所在を確認した。平成 24 年 12 月 28 日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県水

戸土木事務所長あてに，事業地内に下遠田遺跡が所在すること及びその取り扱いについて別途協議が必要であ

る旨を回答した。

　平成 25 年１月 21 日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに文化財保護法第 94 条に

基づく一般県道友部内原線道路改良事業地内の下遠田遺跡に関わる土木工事等の通知を提出した。これを受け

て，茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから，記録保存の発掘調査が必要との決定を下し，

平成 25 年２月６日，茨城県水戸土木事務所長あてに，工事着工前に発掘調査を実施するように通知した。

　平成 25 年２月 14 日，茨城県水戸土木事務所長は，茨城県教育委員会教育長あてに，一般県道友部内原線道

路改良事業に係わる埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書を提出した。平成 25 年２月 19 日，茨城県教育

委員会教育長は，茨城県水戸土木事務所長あてに，下遠田遺跡における発掘調査の範囲及び面積等の回答をし，

併せて調査機関として，公益財団法人茨城県教育財団を紹介した。

　公益財団法人茨城県教育財団は，茨城県水戸土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，

平成 25 年４月１日から５月 31 日まで発掘調査を実施することになった。

　下遠田遺跡の調査は，平成 25 年４月１日から５月 31 日までの２か月間にわたって実施した。以下，その概

要を表で記載する。

期間
工程 ４　月 ５　月

調 査 準 備
表 土 除 去
遺 構 確 認

遺 構 調 査

遺 物 洗 浄
注 記
写 真 整 理

撤 収

第１章　調 査 経 緯

　　第２節 調 査 経 過

　　第１節 調査に至る経緯
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　下遠田遺跡は，茨城県水戸市五平町 342 －１番地ほかに所在している。

　当跡が所在する水戸市の南西部（旧内原町）は，JR常磐線を概ね境とし，北方の友部丘陵と南方の東茨城

台地に分かれている。友部丘陵は，足鶏山の南東部に広がる標高 70 ～ 100 ｍの起伏に富んだ山林地帯である

が，丘陵先端部は地形の傾斜が緩やかになり，集落や畑地が形成されている。この丘陵は，主として涸沼前川

に注ぐ小河川や沢によって，偏狭な支谷や沖積地が樹枝状かつ複雑に開折されおり，丘陵内部にまで達してい

る。一方，東茨城台地は標高 30 ～ 37 ｍの平坦もしくは起伏の少ない地形を呈している。この台地は，涸沼前

川や涸沼川が涸沼へ流入する過程で開折された幅広な沖積低地によって分断され，舌状台地を形成している 1）。

　友部丘陵を形成している堆積層は，下層位から海浜成の円礫層である金山砂礫層，頁岩・チャート・砂岩な

どの岩石からなる池野辺層，浅海成の砂層である友部層と続き，東茨城台地では，浅海成の砂層である石崎層，

浅海成の細粒砂層である笠神層，内湾から浅海成の礫層やシルト層など多様に富む見和層，陸成の粘土層であ

る茨城粘土層が堆積し，異なりをみせているが，これ以降の火山灰堆積である関東ローム層，現在の生活面も

含んだ黒色土を主体とした沖積世の堆積層は共通してみられる 2）。

　当跡は，東茨城台地の西部に位置し，涸沼前川右岸のその支流で形成された支谷とに挟まれた標高約 33 ｍ

の舌状台地上に立地している。この舌状台地は，鯉渕地区付近から東へ延びた涸沼前川右岸一帯の広大な範囲

で，当跡はその先端部に所在している。沖積低地から台地上へは緩斜地形を呈しており，沖積低地には水田が

営まれ，台地上は集落や畑地として土地利用がされている。

第２章

　　　第２節 歴 史 的 環 境

位 置 と 環 境

　　第１節 位 置 と 地 形

　下遠田遺跡周辺は，涸沼へ注ぐ涸沼前川水系や涸沼川水系を利用した水運に恵まれた地域であり，古くから

人々の生活が営まれてきた地域である。特に古墳時代においては，県下でも有数の古墳集中地域として周知さ

れている。

　旧石器時代では，涸沼前川流域の台地上に五
ご

平
へい

遺跡〈８〉，湿
しっ

気
け

遺跡が所在し，硬質頁岩製の細石刃核や流

紋岩を使った剥片が出土している３）。涸沼前川は友部丘陵より派生していることから，池野辺層の浸食によっ

て流出した頁岩やチャートなどの石材は，入手が容易であったと考えられる。

　縄文時代草創期から前期の遺跡は，数少ないながらも東茨城台地上に立地する傾向がみられる４）。撚糸文や

貝殻条線文系土器などが出土した草創期後半から早期前半の五平遺跡や早期の犬
いぬ

塚
づか

南
みなみ

遺跡〈13〉，興
こう

国
こく

遺跡，

興
こう

国
こく

東
ひがし

遺跡〈15〉，尖底土器底部が出土している内
うち

原
はら

南
みなみ

遺跡５）〈70〉，前期の竹
たけ

ノ
の

内
うち

遺跡〈71〉などが知られて

いる。これらの多くは，涸沼前川支流の古矢川や小河川の上流から中流域に小規模な範囲で分布している。

　縄文時代中期の遺跡は爆発的に増加し，友部丘陵にまで分布を拡大させている６）。丘陵部には有
あり

賀
が

宿
じゅく

遺跡

〈48〉，有
あり

賀
が

台
だい

遺跡〈50〉，遠
とお

台
だい

遺跡〈44〉，柊
ひいらぎ

巷
ちまた

遺跡が，台地部には遺跡が密集する涸沼前川と古矢川との合流

地点に倉
くら

田
た

遺跡や根
ね

古
こ

矢
や

遺跡が広範囲にわたり所在し，大規模な集落跡として想定されている。

　縄文時代後期から晩期にかけては，遺跡が著しく減少し，友部丘陵部や東茨城台地の限定された地域に分布
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している７）。丘陵部には，土偶片が出土した有賀台遺跡や遠台遺跡，権
ごん

現
げん

山
やま

遺跡〈40〉が後期から晩期の遺跡

として知られ，台地部には涸沼前川と古矢川の合流付近に後期の島
しま

遺跡や西
にし

遺跡が近接している。

　弥生時代の遺跡は，友部丘陵部の桜川上流域に集中し，涸沼前川水系流域では，両岸に点在している。これ

らの多くは , 低地に面した台地上に立地しており，当時の人々が低地を活用しようとしていたことが想定でき

る。友部丘陵部では , 八
はち

幡
まん

神
じん

社
じゃ

周
しゅう

辺
へん

古墳群〈46〉第 12 号墳の発掘調査に伴って，その基底部から後期の竪穴

建物跡が調査されたほか，後期の土器が出土した杉
すぎ

崎
ざき

遺跡〈34〉や権現山遺跡 8），有賀宿遺跡，有賀台遺跡が

所在している。一方，涸沼前川水系流域では，少量ながらも中期の土器片が出土した五平遺跡 9）をはじめに，

小
こ

林
ばやし

東
ひがし

遺跡〈２〉，万
まん

蔵
ぞう

寺
じ

遺跡〈６〉，五
ご

平
へい

内
うち

郷
ごう

遺跡〈16〉，三
さん

本
ぼん

松
まつ

遺跡〈19〉，新
しん

道
どう

池
いけ

南
みなみ

遺跡〈73〉が所在して

いる。この他に，小林東田 1473 番地の 43 では，水田隣接の土堤の削平時に雲母片岩製の鍬刃が，茨城町上飯

沼の涸沼川底からは，有角石器が発見されている。有角石器は，茨城県から房総地域を中心に分布する中期後

半の石器であるが，この分布は中期前半にみられる再葬墓の分布とほぼ一致しており，注視されてる 10）。

　古墳時代になると，地方豪族のもと幾つかの集落が治められた。涸沼川と涸沼前川の合流地点に位置する奥
おくの

谷
や

遺跡では，前期の居館跡と考えられる方形の環濠が確認されており 11），大和政権によって国を治める国造

や国内の小地域を治める伴造の地位が与えられる地方豪族もいた。また，豪族が死後葬られる古墳は，大和政

権との関係によって古墳の規模や形状が定まるとした研究も進められている 12）。

　古墳時代の当地は，那賀国との境界に接しながらも茨城国に属していたとされており，概すれば，友部丘陵

部は那賀国であったと考えられている 13）。当地周辺の古墳の分布は，友部丘陵部と古谷川を含む涸沼前川流

域に多く所在するが，友部丘陵部では，中期から後期にかけて一定の地域に造営されており，涸沼前川流域で

は，群集墳化する後期に増大する特徴がみられる。両地域とも明確な前期の古墳は確認されていないが，中期

以降の古墳は多く認められている。

　友部丘陵部では，支丘ごとに前方後円墳を中心とした古墳群が多く形成されている。二
に

所
しょ

神
じん

社
じゃ

古墳と舟
ふな

塚
つか

古

墳〈53〉は，周辺地域では最大級の前方後円墳である。前者は全長 80 ｍほど，後者は全長 75 ｍほどで，二段

構成をもつ墳丘などの特徴から前者は５世紀代，後者は６世紀前半代の造営と推定されている。また，前方後

円墳６基，帆立貝形・造出付円墳１基，円墳９基で構成される牛
うし

伏
ぶし

古墳群〈51〉は，初期古墳の形状とは若干

異なるものの，後方部が撥状に開く箸墓タイプの第 17 号墳や前方部が発達しながらも，小型化した第２号墳

など，前方後円墳の形状がバラエティーに富んでいる。少なくとも５世紀後半から６世紀後半にわたり，同じ

地域に造営し続けられた結果といえる。第４号墳は発掘調査の結果，花崗岩を用いた横穴式石室の検出や形象

埴輪や円筒埴輪・太刀・鉄鏃・鎌・雲珠をはじめ，６世紀後半の須恵器・土師器が出土している 14）。これら

の古墳群は，友部丘陵部の中でも大規模なものであり，水戸市愛宕山古墳から継承される那賀国造の墓域とす

る説 15）や那賀国造一族が任命された伴造の墓域 16）とする説がある。コロニー古墳群〈41〉は，帆立貝形の前

方後円墳４基と円墳 11 基で構成されている。前方後円墳 2基と円墳 4基が発掘調査され，埋葬施設として割

竹型木棺を伴う粘土槨の検出や人物・水鳥・鶏・馬などの形象埴輪・円筒埴輪・太刀・刀子・鉄鏃・６世紀代

の土師器・須恵器が出土している 17）。八幡神社周辺古墳群は，前方後円墳２基を伴う 13 基で構成される。第

12 号墳及び第 11 号墳（内原 81 号墳）が発掘調査され，木棺直葬と考えられる主体部の検出や直刀・刀子・

管玉・ガラス玉などが出土している 18）。杉崎古墳群〈36〉は前方後円墳 4基，円墳 35 基以上で構成される。

第 40 号墳が発掘調査され，木棺直葬の主体部の検出や立花受孔を設けた石枕と立花が出土している。５世紀

後半から６世紀初頭の造営と考えられている。なお，周辺からは滑石製の子持勾玉が採取されている 19）。こ

うした支丘ごとの古墳群の分布は，二所神社古墳と舟塚古墳，牛伏古墳群を中心とした地方豪族の連合体が形
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第１図　下遠田遺跡周辺遺跡分布図（国土地理院 25,000 分の１「笠間」）



－ 7－

表１　下遠田遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

旧

石

器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
良
・
平
安

鎌
倉
・
室
町

江

戸

① 下 遠 田 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 41 コロニー古墳群 ○
２ 小 林 東 遺 跡 ○ ○ ○ 42 鷹 ノ 巣 遺 跡 ○ ○ ○
３ 塔 ノ 上 遺 跡 ○ ○ ○ 43 鷹 ノ 巣 南 古 墳 ○
４ 川 梅 遺 跡 ○ 44 遠 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○
５ ヲ モ テ 遺 跡 ○ ○ ○ 45 中 原 館 跡 ○
６ 万 蔵 寺 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 46 八幡神社周辺古墳群 ○ ○
７ 蔵 田 千 軒 遺 跡 ○ ○ ○ 47 遠 台 古 墳 ○
８ 五 平 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 48 有 賀 宿 遺 跡 ○ ○ ○ ○
９ 犬 塚 古 墳 群 ○ 49 塚 原 城 跡 ○
10 権 現 古 墳 群 ○ 50 有 賀 台 遺 跡 ○ ○ ○ ○
11 犬 塚 A 庚申塚群 ○ 51 牛 伏 古 墳 群 ○
12 犬 塚 西 遺 跡 ○ 52 牛 伏 塚 群 ○
13 犬 塚 南 遺 跡 ○ ○ 53 舟 塚 古 墳 群 ○
14 犬 塚 B 庚 申 塚 群 ○ 54 向 原 遺 跡 ○
15 興 国 東 遺 跡 ○ ○ 55 神 明 戸 遺 跡 ○
16 五 平 内 郷 遺 跡 ○ ○ ○ 56 宮 前 遺 跡 ○ ○
17 五 平 古 墳 群 ○ ○ 57 三 湯 館 跡 ○
18 塚 崎 古 墳 ○ 58 訳 山 遺 跡 ○ ○
19 三 本 松 遺 跡 ○ ○ 59 舞 台 遺 跡 ○ ○ ○
20 小 原 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 60 館 遺 跡 ○
21 一 本 松 古 墳 群 ○ 61 ト ソ 遺 跡 ○ ○ ○
22 小 原 城 跡 ○ 62 下 坪 遺 跡 時期不明
23 高 寺 古 墳 群 ○ 63 江 川 館 跡 ○
24 原 坪 古 墳 群 ○ 64 西 川 遺 跡 ○ ○ ○
25 喜 平 塚 古 墳 ○ 65 舞 台 西 遺 跡 ○
26 原 古 墳 ○ 66 竜 開 遺 跡 ○ ○
27 大 日 山 古 墳 群 ○ ○ 67 向 山 遺 跡 ○ ○ ○
28 三 軒 屋 古 墳 群 ○ 68 新 道 池 北 遺 跡 ○
29 柳 沢 古 墳 群 ○ 69 ス ワ 遺 跡 ○ ○
30 三 軒 屋 塚 群 ○ 70 内 原 南 遺 跡 ○ ○ ○
31 和 尚 塚 古 墳 ○ ○ 71 竹 ノ 内 遺 跡 ○ ○ ○ ○
32 和 尚 塚 古 墳 ○ 72 小 林 館 跡 ○
33 前 峰 遺 跡 ○ ○ 73 新 道 池 南 遺 跡 ○ ○ ○ ○
34 杉 崎 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ 74 達 中 前 遺 跡 ○ ○ ○ ○
35 八 幡 前 塚 群 ○ 75 中 の 内 遺 跡 ○
36 杉 崎 古 墳 群 ○ 76 三 枚 方 遺 跡 ○ ○ ○
37 富 士 山 下 遺 跡 ○ 77 六 部 塚 ○
38 鷹 ノ 巣 古 墳 ○ 78 小 林 遺 跡 ○ ○ ○
39 杉 崎 権 現 古 墳 ○ 79 大 塚 古 墳 群 ○
40 権 現 山 遺 跡 ○ ○ ○



－ 8－

成された結果と考えられている 20）。

　涸沼前川水系域の古墳は，友部丘陵部と接する小原地域などで少数の前方後円墳が確認されているが，大多

数が円墳である。論
ろん

田
でん

塚
づか

古墳群は，基盤整備事業によって破壊されたため詳細は不明であるが，立花受孔を持

たない石枕・直刀・鉄鏃・鏡が出土しており，５世紀後半代の造営と推定されている 21）。ドンドン塚古墳の

主体部は，凝灰岩製の切石を用いた横穴式石室で，墳丘上からの埴輪数点と石室内から直刀・刀子・鉄鏃・勾

玉・ガラス製の小玉・切子玉が出土している。６世紀後半から７世紀初頭の造営と考えられている 22）。権
ごん

現
げん

古墳群〈10〉は円墳４基が現存しているが，前方後円墳２基，円墳５基については開発によって失われている。

第 11 号墳は陸橋部を伴っていたものの主体部は発見されず，６世紀後半から７世紀の土師器片がわずかに出

土したのみである 23）。大
おお

塚
つか

古墳群〈79〉は多くが湮滅し，現存は円墳３基のみである。第３号墳から石枕が

発見されている 24）。犬
いぬ

塚
づか

古墳群〈９〉は涸沼前川右岸の舌状台地上に立地し，円墳２基を含む７基から構成

されるが，付近の庚申塚も含んでいる可能性もあり，その総数は明確ではない。第７号墳は五平遺跡の調査時

に発見され，周溝の一部と主体部が調査された。主体部は花崗岩の平石を用いた横穴式石室で，その構造から

６世紀後半から７世紀前半の造営と推定されている 25）。当地に最も近い五
ご

平
へい

古墳群〈17〉は，15m以下の円

墳６基で構成されていた小規模な群集墳である 26）。高
たか

寺
でら

古墳群〈23〉の第２号墳は，花崗岩の割石を用いた

片袖式の横穴石室で，主体部内から直刀・鉄鏃・刀子・鐔・銀環・玉類・提瓶が出土している。７世紀前半の

造営と推定されている 27）。

　集落においては，前期から中期にかけて，友部丘陵部と涸沼前川水系域とでは，その数が均衡しているが，

前方後円墳の数量や集落の規模からして友部丘陵部に優位性があると考えられている 28）。後期になると，友

部丘陵部の集落数はほぼ変わらず継続されるが，涸沼前川水系域では集落が増加の傾向がみられ，何らかの社

会的変化を背景として，これらの地域が開発されていったと考えられる。あるいは，茨城国内の縁辺部開発が，

当地周辺にも達した可能性もある。

　奈良・平安時代においては，当地は茨城郡茨城郷に属していたとされているが，式内社有賀神社が所在する

友部丘陵部は那珂郡安賀郷であったとされている 29）。遺跡の分布は，友部丘陵部・涸沼前川水系域でも沖積

地に面した台地縁辺に立地する傾向がみられる。これらの中には広域な集落と狭域の集落がみられ，それらの

集落を陸路が結ぶ景観が伺われる。例えば，広域な万蔵寺遺跡，小
こ

林
ばやし

遺跡〈78〉，舞
ぶ

台
たい

遺跡〈59〉，杉崎遺跡の

間には塔
とう

ノ
の

上
うえ

遺跡〈３〉，新道池南遺跡，舞
ぶ

台
たい

西
にし

遺跡〈65〉，宮
みや

前
まえ

遺跡〈56〉などの狭域な集落が存在し，それ

ぞれを現代にも残る陸路が開設されている。こうした陸路は，生産遺跡である木
あ

葉
ぼっ

下
け

窯跡群，大
おお

渕
ぶち

窯跡などと

も結びついており，さらには官道である東海道へ接続して郡内外の交通網が整備されたと考えられる。広域な

遺跡の中には，円面硯の出土によって考察される郷内での中心的な集落もみられ，郷長集落とされる大
おお

塚
つか

新
あら

地
ち

遺跡や富豪集落である蔵
くら

田
た

千
せん

軒
げん

遺跡〈７〉も存在している 30） 。また，仏教普及の影響によって有賀台遺跡や

塔ノ上遺跡では火葬骨を埋納した蔵骨器が出土し，遠台遺跡からは瓦塔片が採集されている 31）。

　鎌倉・室町時代の当地は，小鶴荘（後の宍戸荘）に属していたと考えられており，その範囲は涸沼前川及び

小原地区以西を主とした友部・岩間の両地区に該当する 32）。当荘は，常陸平氏によって遅くても 12 世紀後半

には立荘されていたが，後に八田（後の小田）氏庶流の宍戸氏の所領となっている。

　城館跡は，宍戸氏と同じく鎌倉公方奉公衆である里見氏の小
お

原
ばら

城
じょう

跡〈22〉33）や八田氏家臣塙氏の三
み

湯
ゆ

館
だて

跡〈57〉

に対し，江戸氏家臣国井氏の中
なか

原
はら

館
だて

跡〈45〉をはじめとして江戸氏の支城とされる塚
つか

原
はら

城跡〈49〉，江
え

川
がわ

館
だて

跡

〈63〉，小
こ

林
ばやし

館
だて

跡〈72〉が存在している 34）。これら城館跡の対峙線と涸沼前川とが，即ち宍戸荘の境界と考えられ，

宍戸氏と江戸氏の所領の狭間と考えられる。
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  下遠田遺跡は，水戸市の南西部を流れる涸沼前川の右岸に位置し，涸沼前川と支谷に挟まれた標高約 33 ｍ

の舌状台地上に立地している。涸沼前川右岸一帯の広大な舌状台地の先端部に所在し，調査区は遺跡範囲の中

央部南域に該当する。調査面積は 1,487㎡で，調査前の現況は畑地である。

　調査の結果，竪穴建物跡９棟（古墳時代），堀跡１条（室町時代），溝跡１条（江戸時代），土坑 42 基（古墳

時代 2，時期不明 40），ピット群１か所を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 28 箱分が出土している。主な遺物は，縄文土器（深鉢），

土師器（坏・椀・壺・甕・甑・ミニチュア土器），須恵器（坏・蓋・装飾器台・広口壺・提瓶），土師質土器（小

皿・皿），陶器（鉢），磁器（青磁皿），土製品（支脚・土玉・棗玉），石器・石製品（砥石・紡錘車・臼玉）な

どである。

　調査区中央部の台地上の平坦面にあたるＢ２c0 ～Ｂ２d0 区にテストピットを設定し，土層の堆積状況を観

察した。土層は 12 層に分層できる。土層観察は以下のとおりである。

　第１層は黒褐色の現在の耕作土で，層厚は 20 ～ 28㎝である。

　第２層は褐灰色の旧耕作土で，層厚は８㎝ほどであるが，調査区西域では残存していない区域もある。江戸

時代の遺物片を包含していたことから，江戸時代以降の耕作土と考えられる。

　第３層は褐色の土層で，ローム粒子を少量含み，粘性・締まりはともに普通である。層厚は 10 ～ 20㎝である。

　第４層はにぶい黄褐色のソフトローム層で，白色粒子を微量に含み，粘性・締まりはともに普通である。層

厚は８～ 18㎝である。

　第５層は明黄褐色のハードローム層で，白色粒子・ガラス質粒子を微量に含み，粘性は普通，締まりは強い。

層厚は 7～ 16㎝である。　

第３章 調 査 の 成 果

　　　第２節 基 本 層 序

　　　第１節 調 査 の 概 要

31.20m

32.20m

A
33.20m

A′２２

４

９

１

３

５
６

７
８

10

11

12

Ｋ

　第６層は黄褐色のハードローム層で，白色粒子を微

量に含み，粘性は普通，締まりは強い。層厚は７～

16㎝である。

　第７層は明黄褐色のハードローム層で，赤色粒子を

微量に含み，粘性は普通，締まりは極めて強い。層厚

は 10 ～ 34㎝である。

　第８層はにぶい黄褐色のハードローム層で，赤色粒

子を微量に含み，粘性は普通，締まりは極めて強い。

層厚は 10 ～ 34㎝である。色調がやや暗いことから，

第２黒色帯と思われる。第２図　基本土層図
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　第９層は黄褐色のハードローム層で，赤色粒子・ガラス質粒子を微量に含み，粘性は普通，締まりは強い。

層厚は 10 ～ 34㎝である。

　第 10 層は明黄褐色のハードローム層で，鹿沼軽石を微量に含み，粘性は普通，締まりは強い。層厚は 10 ～

38㎝である。

　第 11 層はにぶい黄褐色のハードローム層で，鹿沼軽石を少量含み，粘性は普通，締まりは強い。層厚は４

～ 34㎝である。

　第 12 層は明黄褐色の鹿沼軽石層で，粘性は弱く，締まりは極めて強い。層厚は 10 ～ 34㎝である。

　遺構は，第３層の上面で確認できた。

第３図　下遠田遺跡調査区設定図（水戸市都市計画図 2,500 分の１）より
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　⑴　竪穴建物跡

１　古墳時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，竪穴建物跡９棟，土坑２基を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　第１号竪穴建物跡（第４・５図）

竈土層解説
１　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク少量（天井部材崩落土）
２　褐 灰 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子少量（天井部材崩落土）
３　灰 黄 褐 色　ローム粒子少量，焼土ブロック・炭化粒子微量（流
　　　　　　　　入土）
４　赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，ローム粒子     
　　　　　　　　微量（天井部内壁崩落土）　　　　　　　　
５　褐 灰 色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

６　灰 黄 褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量（袖部
　　　　　　　　材崩壊土）
７　明 赤 褐 色　粘土ブロック中量（袖部内壁）
８　にぶい黄橙色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク少量，炭化粒子微量（袖部構築土）
９　灰 黄 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子中量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土ブロック少量，炭化粒子微量（袖部構築土）
10　明 赤 褐 色　ローム層被熱部分（火床）

位置　調査区中央部のＢ２b7 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

重複関係　 第 18 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　南半分が調査区外へ延びているため，北西・南東軸は 5.31 ｍで，北東・南西軸は 3.12 ｍしか確

認できなかった。方形もしくは長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 36 －゚Ｅである。壁高は 34 ～ 43㎝で，ほ

ぼ直立している。中央部に撹乱を受け，床面が壊されている。

床　平坦で，撹乱部を除いて，全面が踏み固められている。確認できた壁下には壁溝が巡っている。

竈　北東壁中央の南東寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 164㎝，燃焼部幅は 56㎝である。袖部

は，床面に粘土ブロックや焼土ブロックを含んだ第８・９層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ

同じ高さである。火床面は床面が火熱を受け，赤変硬化し第 10 層を形成している。煙道部は壁外に 60㎝ほど

掘り込まれ，火床部から外傾している。煙道部には袖部と同質の粘土が貼り付けられており，薄く残存してい

た。第６層は袖部の崩壊土と考えられることや第１～４層が天井部材や内壁崩落及び煙道部からの流入土であ

ることから，自然崩落によって壊れている。

　　　第３節 遺 構 と 遺 物

ピット　２か所。Ｐ１・Ｐ２は深さ 52 ～ 64㎝で，配置から主柱穴と考えられる。覆土は，ロームブロックを

含んだ締まりが弱い土層であることから，柱材を抜き取った後に埋め戻されている。

ピット土層解説（Ｐ１・Ｐ２共通）
１　明 黄 褐 色　ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック・炭化物少量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
４　黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック多量

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長軸 90㎝，短軸 75㎝の隅丸長方形で，深さは 69㎝である。底面は平

坦で，壁はほぼ直立している。覆土は８層に分層でき，第１～７層は粗い土質でロームブロックが含まれるこ

とから，埋め戻されている。５～７の甕は同一個体と思われ，破断面が火熱を受けていることから，壊された

後に二次焼成を受け，投棄されたものと思われる。第８層は鹿沼パミスを含んだ締まりが強い土層で，最終段

階では当層の上面が底面であった可能性がある。
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覆土　９層に分層できる。第１～３層は黒色土を主体とした自然堆積で，第３層には竈材崩落土の流出土が含

まれている。第４・５層はロームブロックが含まれ，第６・７層はロームブロックと焼土ブロック・炭化材が

含まれていることから段階的に埋め戻されている。第８層は流入土である。第９層は壁溝の覆土で，この層下

はハードローム層を掘り込んだ面を踏み固め，床としている。

貯蔵穴土層解説
１　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
２　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
３　黒 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
４　褐 灰 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
５　黒 褐 色　黒色土ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ロー
                        ムブロック微量

６　黒 色　ロームブロック・炭化粒子少量，黒色土ブロック
　　　　　　　　微量
７　褐 灰 色　ロームブロック・鹿沼パミス少量，黒色土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
８　浅 黄 橙 色　鹿沼パミス中量，ロームブロック・黒色土ブロッ
　　　　　　　　ク少量　　　　

第４図　第１号竪穴建物跡実測図
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第５図　第１号竪穴建物跡出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片 86 点（坏 18，椀 1，鉢１，甕類 65，甑ヵ１），須恵器片１点（甕類）が，全域に散在

した状態で出土し，特に第６・７層からの出土が多く，破片は二次焼成を受けた遺物が多くみられる。接合関

係が乏しいことから壊された後に投棄されていると思われる。４の椀は，底部が第８層に埋もれた状態で南東

壁際から出土している。底部を除いた上部は二次焼成を受け，内容物を含んでいた痕跡が確認できることから，

遺棄されたと考えられる。

所見　竈の第６層の袖部の崩壊土や覆土第８層の流入土から，上屋解体後に若干の時間が経過してから埋め戻

されたと考えられる。４の椀は，埋め戻しの段階で二次焼成を受けた可能性があり，その後，第３・４層が埋

め戻されている。時期は，出土土器から６世紀中葉に比定できる。

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　ローム粒子少量
３　暗 褐 色　粘土粒子中量，黒色土ブロック・焼土ブロック少
　　　　　　　　量，炭化物微量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
５　灰 黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

６　暗 褐 色　ロームブロック・炭化物中量，黒色土ブロック・
　　　　　　　　焼土ブロック少量          
７　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化材微量                                                                      
８　灰 黄 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
９　にぶい黄褐色　ローム粒子・黒色土粒子中量
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　第２号竪穴建物跡（第６～ 14 図）

位置　調査区中央部のＢ３d3 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

重複関係　 第９号竪穴建物跡を掘り込み，第 19・21 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　長軸は 6.58 ｍで，短軸は 6.35 ｍのほぼ方形である。主軸方向はＮ－ 44 －゚ Wである。壁高は

43 ～ 48㎝で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床であるが，竈の周辺部と出入り口部の周辺が若干高くなっており，壁際を除いて踏み固め

られている。貼床は，第９層を埋土して構築している。北東壁下と南西壁下の一部で壁溝を確認した。北東床

や北西床，南西床で，溝３条が確認できた。壁下からＰ２～Ｐ４付近に向かって延びている。長さ 94 ～ 118㎝，

幅 29 ～ 32㎝，深さ 11 ～ 14㎝で，断面はＵ字状を呈している。覆土はロームブロックが含まれていることから，

埋め戻されている。間仕切りと考えられる。

溝１土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

溝２・３土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

第１号竪穴建物跡出土遺物観察表（第５図）

竈　２か所。竈１は北西壁の中央部，竈２は北東壁の中央部に付設されている。竈１は火床部と煙道部のみを

確認し，袖部は確認できなかった。火床部は，砂質状の粘土が含まれる第３層下から，長さ 112㎝，幅 82㎝の

規模で確認できた。火熱を受けた第５層上面が赤変硬化し，第４層の火床面を形成している。煙道部は壁外に

16㎝ほど掘り込まれ，北西壁中段から外傾している。砂質状の粘土が含まれる第１～３層の堆積層で閉塞され

ている。竈２は，焚口部から煙道部までは 128㎝，燃焼部幅は 38㎝である。袖部は第 11 層を基部として，砂

質状の粘土を含んだ第６～９層を積み上げ，もしくは貼り付けて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さ

である。火熱を受けた第 11・13 層上面が赤変硬化し，第 10 層の火床面を形成している。火床面は火熱を受け，

基部及び構築材の一部が赤変硬化している。煙道部は壁外に 15㎝ほど掘り込まれ，火床部から外傾している。

遺存状態から，竈１から竈２へ作り替えられており，竈２の構築時には，第 13 層の貼床上面に第 12 層を積み

上げて壁面の一部を埋め戻してから，竈を構築している。竈２の第４・５層は袖部の崩壊土と考えられること

や，第１～３層が天井部材や内壁崩落及び煙道部からの流入土であることから，自然崩落によって壊れている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［14.6］ 5.5 － 長石・石英・雲母・
針状物質 赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き　 覆土下層 20％

二次焼成
２ 土師器 坏 ［16.9］ 6.9 － 長石・石英・雲母・

針状物質 赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　 覆土下層 30％　
二次焼成

３ 土師器 坏 ［14.8］（4.9） － 雲母・針状物質・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外・内面ヘラナデ後磨き 覆土下層 30％

４ 土師器 椀 12.3 8.2 4.0 長石・石英・
針状物質・細礫 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外・内面ヘラナデ外面下端磨き　底部砂目 覆土下層

95％　PL7　
内容物痕跡
二次焼成

５ 土師器 甕 ［18.0］（8.0） － 長石・石英・
針状物質 にぶい赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面被熱による劣化のため不明　内面ヘラナデ 貯蔵穴

10％　6・7
と同一個体
二次焼成

６ 土師器 甕 － （7.8） － 長石・石英・
針状物質 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラナデ後磨きヵ　内面ヘラナデ 覆土下層

10％　5・7
と同一個体
二次焼成

７ 土師器 甕 － （6.5） 6.3 長石・石英・
針状物質 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラナデ後磨きヵ　内面ヘラナデ　　底部ヘラ削り 貯蔵穴

10％　5・6
と同一個体
二次焼成

８ 土師器 甑ヵ ［20.1］（7.7） － 長石・雲母・
針状物質・細礫 橙 普通 外・内面ヘラナデ 覆土下層 5％　

二次焼成
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覆土　８層に分層できる。第１～３層は黒色土を主体とした自然堆積である。第４層はロームブロックが比較

的多く含まれ，第５～７層はロームブロックと焼土ブロックや炭化材・炭化物が含まれていることから，段階

的に埋め戻されている。第８層は流入土で，第９層は貼床の構築土である。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量，焼土粒子
　　　　　　　　微量
５　にぶい黄褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化材少量

６　黒 褐 色　炭化物中量，ロームブロック・黒色土ブロック・
　　　　　　　　焼土ブロック少量
７　褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，黒色土ブロック・
　　　　　　　　炭化粒子微量
８　にぶい黄褐色　ローム粒子中量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，焼土粒子微量（貼床構築土）

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長軸 93㎝，短軸 75㎝の隅丸方形で，深さは 114㎝である。底面は凸

状に窪み，壁は外傾している。覆土は４層に分層できる。土質が粗くロームブロックが含まれることから，埋

め戻されている。11・16 の坏は破片であることから，投棄されている。第４層は締まりが強いことから，最

終段階では当層の上面を底面としていた可能性がある。42 の広口壺や 43，44 の提瓶は，第４層の上面から出

土している。いずれも二次焼成を受けてから，遺棄されたと考えられるが，祀りに関わる埋納の可能性もある。

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
２　黒 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量

３　褐 灰 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量　

ピット土層解説（Ｐ１～Ｐ６共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量，炭化
　　　　　　　　物微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量

４　明 黄 褐 色　ロームブロック多量，黒色土ブロック微量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
６　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
７　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

ピット　６か所。Ｐ１～Ｐ５は深さ 59 ～ 67㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ１～Ｐ４は５層に，Ｐ５

は２層に分層できる。柱痕に相当する第１・２層はロームブロックを含み締まりが弱いことから，柱材を抜き

取った後に埋め戻されている。第３～５層は比較的締まりが強いことから掘方への埋土と考えられる。Ｐ５の

第６・７層は，締まりが強いことから掘方への埋土の残存と考えられ，Ｐ５からＰ１へ建て替えられている。

Ｐ６は，深さ 17㎝と浅いが，南東壁に向かって壁が外傾していることや周辺が踏み固められていることから，

出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ６は単一層であるが，Ｐ１～Ｐ４の第１層に似ていることから柱

材を抜き取った後に埋め戻されている。

竈２土層解説
１　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子少量（天井部材崩落土）
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子中量 ，黒色土粒子微量（天
　　　　　　　　井部内壁崩落土）
３　にぶい橙色　焼土粒子・粘土粒子中量，炭化物・ローム粒子少
　　　　　　　　量（流入土）
４　褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量（袖部材崩壊土）
５　褐 灰 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土粒子少
　　　　　　　　量（袖部材崩壊土）
６　赤　褐　色　焼土ブロック・粘土ブロック中量（袖部内壁）
７　褐　灰　色　粘土ブロック多量，ローム粒子・焼土粒子中量（袖
　　　　　　　　部構築土）

８　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子少量（袖部構築土）
９　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク少量（袖部構築土）
10　明 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック中量（火床）
11　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
　　　　　　　　（袖部基部）
12　褐 色　ロームブロック ･焼土ブロック・粘土ブロック少量
13　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，焼土粒子微量（貼床構築土）

竈１土層解説
１　黒 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク微量

３　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
４　赤　褐　色　ロームブロック・焼土ブロック中量（火床）
５　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，焼土粒子微量（貼床構築土）
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第６図　第２号竪穴建物跡実測図⑴
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第７図　第２号竪穴建物跡実測図⑵

遺物出土状況　土師器片 2,641 点（坏 553，椀８，坩２，甕類 2,063，甑 11，ミニチュア土器２，手捏土器２），

須恵器３点（広口壺１，提瓶２），土製品 28 点（勾玉１，土玉 13，棗玉６，支脚８），石器２点（砥石），石

製品 20 点（臼玉 19，紡錘車１），不明石材３点のほか，縄文土器片１点（深鉢），石器１点（鏃），鉄滓１点（7.05

ｇ）が，中央部から南部域を除いた全域や貯蔵穴から出土している。覆土との関係については，上層とした第４・

５層上面から出土している１群，中層とした第５～７層にかけて出土している２群，下層とした第７層下層か

ら８・９層上層で出土している３群に分けることができる。１群については，部分的に煤が付着している甕類

の出土が多く，破片が比較的大型で，ある程度の接合関係が認められるものの完形品が少ないことから，投棄

と思われる。２群については，二次焼成を受けている坏・椀類の出土が多く，18 の坏のように完形品も認め

られるが，１群と同様な接合関係で完形品になるものが少ないことから，投棄と思われる。３群の出土数は少
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第８図　第２号竪穴建物跡実測図⑶

ないが，36 の甕は遺棄されたと考えられる。17 の坏は出入り口施設付近から逆位で出土し，底部に弱い火熱

を受けており，45 のミニチュア土器は部分的に煤が付着している。中層が埋め戻された際に，埋土が底部上

に薄く堆積したり，部分的に覆われたためと考えられ，遺棄されている。また玉類は全域から出土しているも

のの，出入り口施設付近に多く，弱い二次焼成を受けていることから，17 の坏や 45 のミニチュア土器と共に

遺棄された可能性もある。

所見　竈の第４層の袖部の崩壊土や覆土第８層の流入土から，上屋解体後に若干の時間が経過してから埋め戻

されたと考えられる。３群の遺物が遺棄され，中層で埋め戻されている。焼土ブロックや炭化材が含まれてい

ることから，１・２群の出土遺物は中層の形成段階で二次焼成を受けたと考えられ，その後，上層で埋め戻さ

れている。１群と２群の出土位置は，投棄される過程が異なっているものと思われる。時期は，出土土器から

６世紀中葉に比定できるが，６世紀中葉以前の様相をもつ土器も含まれている。



－ 20 －

第９図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑴
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第 10図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑵
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第 11図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑶
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第 12図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑷
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第 13図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑸
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第 14図　第２号竪穴建物跡出土遺物実測図⑹

第２号竪穴建物跡出土遺物観察表（第９～ 14 図）

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

９ 土師器 坏 14.2 5.0 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　　底部外面ヘラ削り　内面磨き　 覆土中層 80％  PL ６
二次焼成

10 土師器 坏 ［13.4］ 5.0 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面ナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 70％  PL ６
二次焼成

11 土師器 坏 ［14.2］ 5.0 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 貯蔵穴 50％  PL ６
二次焼成

12 土師器 坏 ［15.6］ 4.8 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外面ナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 60％  PL ６
二次焼成

13 土師器 坏 ［14.2］ 4.9 － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外面ナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 40％　
二次焼成

14 土師器 坏 13.3 4.2 － 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層

95％  PL ６
外・内面漆塗り
二次焼成

15 土師器 坏 ［14.6］ 4.3 － 長石・石英・雲母・
細礫 明褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 70％　

二次焼成

16 土師器 坏 ［13.8］（4.5） － 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き　 貯蔵穴

30％　
外・内面漆塗り
二次焼成

17 土師器 坏 9.5 3.7 － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ磨き　内面ヘラナデ後磨きヵ 覆土下層 100％ PL６
二次焼成

18 土師器 坏 10.8 5.4 － 長石・石英・雲母・
針状物質 暗灰黄 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削

り　内面ヘラナデ後放射状磨き　「×」のヘラ記号 覆土中層 100％ PL６
二次焼成

19 土師器 坏 ［12.0］ 5.2 － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面劣化のため調整不明　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 80％　

二次焼成

20 土師器 坏 12.0 4.6 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層
90％  PL ６
外・内面漆塗り
二次焼成

21 土師器 坏 ［12.6］ 3.8 － 長石・石英・雲母・
針状物質 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層

80％
外・内面漆塗り
二次焼成

22 土師器 坏 ［12.4］ 4.9 － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き　 覆土中層

80％
外・内面漆塗り
二次焼成

23 土師器 坏 ［13.1］ 4.4 － 長石・石英・雲母・
細礫

にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面劣化のため調整不明　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き　 覆土中層 70％

二次焼成

24 土師器 坏 12.9 6.8 － 長石・石英・雲母 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラナデ後磨きヵ　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層

90％  PL ６
外・内面漆塗り
二次焼成

25 土師器 坏 ［13.5］ 7.3 － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ後磨き・放射状磨き　 覆土中層 80％  PL ７

二次焼成
26 土師器 坏 ［11.2］ 5.3 － 長石・石英・雲母・

針状物質 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 70％  PL ６
二次焼成

27 土師器 坏 ［13.5］（5.2） － 長石・石英・雲母・
針状物質 にぶい褐 普通 口縁部外面ヘラナデ  内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 30％

28 土師器 坏 11.8 5.4 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層
70％  PL ７
内容物痕跡
二次焼成

29 土師器 椀 ［13.4］ 7.8 6.3 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 口縁・体部外・内面ヘラナデ　体部外面下端ヘラ削り　底部ヘラ削り後木葉痕 覆土上層 40％

二次焼成
30 土師器 椀 ［12.1］ 7.3 － 長石・石英・雲母・

針状物質 橙 普通 外・内面ヘラナデ後磨き　底部内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 70％  PL ７

31 土師器 椀 ［13.6］（6.5） － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外・内面ヘラナデ後磨き　 覆土上層 30％

二次焼成
32 土師器 椀 ［11.8］（4.0） － 長石・石英・雲母 にぶい

黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き 覆土上層 20％
二次焼成

33 土師器 甕 20.5 33.8 8.3 長石・石英・雲母・
針状物質 にぶい橙 普通

口縁部摘み上げ　口縁部外・内面ヘラナデ　　
体部外面ヘラ削り後ヘラ磨きヵ　内面ヘラナデ
底部木葉痕　外縁部ナデ消し

覆土上層 90％  PL ８
二次焼成

34 土師器 小形甕 12.6 14.1 6.9 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 外・内面ヘラナデ　底部木葉痕 覆土上層 80％  PL ７

二次焼成
35 土師器 甕 － （27.2） 7.3 長石・石英・雲母・

細礫 橙 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　　底部ヘラ削り後外縁部ヘラナデ 覆土上層 80％　PL８
二次焼成

36 土師器 甕 ［17.4］ 34.6 7.1 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通

口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後
ヘラナデ　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り後外縁
部ヘラナデ

床面 90％  PL ８
煮炊き焼成痕

37 土師器 甕 19.1 （31.5） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土中層 70％

煮炊き焼成痕
38 土師器 甕 14.7 29.9 6.1 長石・石英・雲母・

細礫 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　底部木葉痕 覆土上層 70％  PL ８
二次焼成

39 土師器 甕 20.7 （34.4） － 長石・石英・
赤色粒子・細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラ磨きヵ　内面ヘラナデ　 覆土上層 70％

二次焼成
40 土師器 小形甕 ［14.0］（7.4） － 長石・石英・雲母・

針状物質 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後頸部磨き　内面ヘラナデ　 覆土中層 10％
二次焼成　

41 土師器 甕 － （24.7） 6.7 長石・石英・雲母・
細礫

にぶい
黄橙 普通 頸部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ　底部木葉痕 覆土上層 60％  PL ８

二次焼成

42 須恵器 広口壺 23.8 33.5 － 長石・石英・    
白色粒子・細礫 灰 良好

口縁部外面８条１単位波状文後３区画　下端ナデ消
し　内面ナデ　体部外面叩き後螺旋状の沈線　口縁
部区画沈線へ続く　内面当て具痕　

貯蔵穴
100％ PL９
二次焼成
上毛野産ヵ

43 須恵器 提瓶 8.6 27.3 － 長石・石英・    
白色粒子・細礫 黄灰色 良好 内面頸部・腹部・背部に接合痕　背部は絞り込みによる閉塞　体部外面叩き後ヘラナデ 貯蔵穴

95％  PL ９
二次焼成
上毛野産ヵ

44 須恵器 提瓶 8.0 22.6 － 長石・石英・    
白色粒子・細礫 灰 良好 内面頸部・腹部・背部に接合痕　背部は粘土盤による閉塞　体部外面叩き後カキ目 貯蔵穴

95％  PL ９
二次焼成ヵ
上毛野産ヵ



－ 26 －

　第３号竪穴建物跡（第 15 図）

位置　調査区中央部のＢ３d6 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

規模と形状　北部及び西部が調査区外へ延びているため，北東・南西軸は 4.73 ｍ，北西・南東軸は 3.30 ｍし

か確認できなかった。方形もしくは長方形と推定でき，主軸方向は不明である。壁高は 42 ～ 46㎝で，ほぼ直

立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部および出入り口部が踏み固められている。貼床は，第９層を埋土して構築して

いる。壁下には壁溝が巡っている。堤状施設が２か所で確認できた。堤１は北部が調査区外へ延びているた

め，長さ 187cm，幅 43 ～ 56㎝しか確認できなかった。Ｐ２周辺を弧状に巡り，床面からの高さは 10㎝ほど

で，断面形は台形状である。Ｐ２周辺の区画と考えられる。堤２は西部が調査区外へ延びているため，上幅は

54 ～ 58cm，下幅は 154 ～ 164㎝しか確認できなかった。Ｐ３とＰ４の間に存在し，上部は長方形を呈し，下

部は半楕円形と推定できる。高さは 18㎝ほどで，断面形は不均等な台形状である。性格は不明である。堤１は，

床面から盛土されており，堤２は貼床構築土と同一層で構築されている。

炉　３か所。本跡の全貌が明確でないことから，建物内のどの位置に当たるかは不明である。炉１は長さ59㎝，

堤１土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
２　黄 褐 色　ロームブロック多量，黒色土ブロック微量
３　明 黄 褐 色　ロームブロック多量（貼床構築土）

堤２土層解説
１　明 黄 褐 色　ロームブロック多量（貼床構築土）
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 砥石 12.5 （7.0） 2.6 （369.7） 砂岩 砥面１面 覆土中層 PL10
二次焼成

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP１ 勾玉 （1.3） 0.6 0.1 （0.86）長石・石英・針状物質 黒褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

DP２ 小玉 0.7 0.4 0.1 0.29 長石・石英・
針状物質 黒褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

二次焼成
DP３ 小玉 0.8 0.7 0.1 0.37 長石・石英・

針状物質 黒褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

DP４ 小玉 0.8 0.5 0.1 0.31 長石・石英・
針状物質 褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10

二次焼成
DP５ 小玉 0.9 0.7 0.1 0.55 長石・石英・

針状物質 褐 ナデ　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

DP６ 棗玉 1.3 1.4 0.1 1.65 長石・石英・
針状物質 黒褐 ナデ　両方向からの穿孔 覆土下層 PL10

二次焼成
DP７ 棗玉 1.2 1.2 0.1 2.33 長石・石英・

針状物質 黒褐 ナデ　両方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

45 土師器 ミニチュア
土器 7.3 6.1 4.4 長石・石英・雲母・

針状物質 黒褐 普通 外・内面ヘラナデ　口縁部外面下端にヘラ側面による圧痕　底部木葉痕・磨き 覆土下層 80％  PL10  
二次焼成

番号 器　種 高さ 最大径 最小径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP８ 支脚 （13.0） 7.1 （5.5）（631.0）長石・石英 にぶい橙 粘土巻き上げ　ヘラナデ　指頭痕 床面 PL10
煤付着

DP９ 支脚 （13.3） 7.3 （5.6）（605.0）長石・石英・雲母 橙 粘土巻き上げ　ヘラナデ 覆土下層

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 紡錘車 4.6 1.8 0.6 51.56 蛇紋岩 上面・下面研磨　側面削り後研磨　二方向からの穿孔 床面 PL10

Ｑ３ 臼玉 0.8 0.5 0.1 0.55 滑石 両面平滑　側面削り後研磨　一方向からの穿孔　穿孔痕 覆土下層 PL10
二次焼成

Ｑ４ 臼玉 0.9 0.6 0.2 0.81 滑石 両面平滑　側面削り後研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

Ｑ５ 臼玉 0.8 0.4 0.3 0.38 滑石 片面平滑　片面未調整　側面削り後研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

Ｑ６ 臼玉 0.8 0.6 0.2 0.59 滑石 片面平滑　片面未調整　側面削り後研磨　一方向からの穿孔 覆土下層 PL10
二次焼成

Ｑ７ 臼玉 0.8 0.4 0.2 0.35 滑石 両面平滑　側面削り後研磨　一方向からの穿孔　 覆土下層 PL10
二次焼成
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第 15図　第３号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

46 土師器 坏 ［17.8］（4.1） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外面ヘラナデ後磨き　内面ナデ　底部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ後放射状磨き　 覆土中層 ５％
二次焼成

47 土師器 坏 ［14.4］（3.4） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り 覆土中層 10％

二次焼成
48 土師器 坏 ［14.5］（3.3） － 長石・石英・雲母・

針状物質 灰 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 10％
二次焼成

49 土師器 坏 ［14.2］（4.4） － 長石・石英・雲母・
針状物質

にぶい
黄橙 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 10％

二次焼成
50 土師器 甕 － （4.1） － 長石・石英・雲母 橙 普通 外面４条１単位ハケ目後磨き　内面ヘラナデ　 覆土中 ５％

第３号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 15 図）

覆土　８層に分層できる。第１～４層は黒色土が主体で，レンズ状の堆積状況から自然堆積である。第５層は，

ロームブロックが含まれ，第６層はロームブロックと焼土ブロックや炭化物が含まれていることから，段階的

に埋め戻されている。第７層は流入土，第８層は壁溝の覆土，第９層は貼床の構築土である。

炉１・２土層解説
１　褐 灰 色　焼土粒子少量，ロームブロック微量
２　褐 灰 色　ロームブロック・焼土ブロック少量　

炉３土層解説
１　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
　　　　　　　　

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 15 ～ 45㎝と浅く，配置からすれば柱穴と考えられるが，竪穴建物の全貌

が不明であることから，主柱穴と考えられるＰ３以外は，主柱穴や補助柱穴の判断はできない。さらに堤状施

設に囲まれているＰ２については，貯蔵穴とも考えられる。いずれも酷似した土質の覆土で埋め戻されている。

Ｐ５は深さ 32㎝で，周辺が踏み固められていることから，出入り口施設に伴うピットと考えられる。ローム

ブロックや黒色土ブロックが含まれることから，柱材を抜き取った後，埋め戻されている。

ピット土層解説（Ｐ１～P４共通）
１　褐 灰 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
２　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
３　明 黄 褐 色　ロームブロック少量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
５　褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量

ピット土層解説（P５）
１　褐 灰 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量 ２　褐 色　ローム粒子中量，黒色土ブロック少量

土層解説
１　暗 褐 色　ローム粒子微量
２　褐 灰 色　ローム粒子少量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量
４　褐 灰 色　ローム粒子微量
５　灰 黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

６　黒 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
７　にぶい黄褐色　ローム粒子少量
８　褐 色　ローム粒子少量
９　明 黄 褐 色　ロームブロック多量（貼床構築土）

遺物出土状況　土師器片 125 点（坏 37，高坏２，甕類 84，甑２）のほか，鉄滓２点（4.46 ｇ）が出土している。

鉄滓が本跡に伴うかは不明である。遺物は小片で全域に散在し，二次焼成された遺物が中層とした第６層付

近で出土している。接合関係が乏しいことから，破砕された後に投棄されたものと考えられる。

所見　出土土器が細片であることから，明確な時期決定は困難であるが，外・内面が赤彩や黒色処理された

坏がみられることから，時期は６世紀中葉に推定できる。

幅 41㎝で楕円形を呈している。深さは 22㎝で掘りくぼめられ，底面では凹凸が確認できた。炉２は長さ 59㎝，

幅 36㎝で楕円形を呈している。深さは 12㎝で，皿状に掘りくぼめられている。炉１・２は，焼土ブロックや

ロームブロックを含んだ覆土で埋め戻され，床面まで踏み固められている。明確な炉床面は確認できなかった

が，形状から地床炉である。炉３は，長さ 64㎝，幅 23㎝で楕円形と推定できる。深さは４㎝で，皿状に掘り

くぼめられ，底面には火熱を受けて赤色硬化した炉床が確認できた。地床炉と判断できる。
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　第４号竪穴建物跡（第 16・17 図）

位置　調査区中央部のＢ３f6 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

竈土層解説
１　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク少量（天井部材崩落土）
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量（天井部内壁崩落土）
３　灰 黄 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック少量（流入土）
４　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量（流入土）
５　赤 褐 色　粘土ブロック・焼土ブロック中量（袖部内壁）
６　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロームブ

　　　　　　　　ロック微量（袖部構築土）
７　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土ブ
　　　　　　　　ロック微量（袖部構築土）
８　褐 灰 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック・炭化物・
　　　　　　　　焼土粒子微量（袖部基部）
９　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

ピット土層解説（Ｐ１～Ｐ５共通）
１　褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２　黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

３　明 黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

規模と形状　南西コーナー部が調査区外へ延びているが，長軸は 4.81 ｍで，短軸は 4.80 ｍの方形で，主軸方

向はＮ－ 13 －゚Ｅである。壁高は 37 ～ 42㎝で，ほぼ直立している。

床　平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。貼床は，第 10 層を埋土して構築している。確認できた壁

下には，壁溝が巡っている。

竈　北壁のほぼ中央部に付設されている。焚口部から煙道部までは 109㎝，燃焼部幅は 28㎝である。袖部は，

床面を掘り込んで，締まりが強い第８層を基部とし，砂質状の粘土や焼土を含む第５～７層を積み上げて構築

している。火床部は床面から９㎝ほど下がっており，火熱を受けて赤変硬化した火床面は確認できなかった。

煙道部は壁外に25㎝ほど掘り込まれ，火床部から外傾している。煙道部には袖部と同質の粘土が貼り付けられ，

その層下には床面を埋め戻したと思われる第８層が堆積している。煙道口部は残存しているものの，第１・２

層の燃焼部の天井や天井部内壁は崩落している。第３・４層は煙道からの流入土であることから，自然崩落し

ている。　

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
４　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
５　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，炭化物微量

７　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック・炭化粒子
　　　　　　　　少量
８　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
９　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，黒色土ブロック少量
10　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 26 ～ 47㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P５は深さ 24㎝で，配置か

ら出入り口施設に伴うピットと考えられる。Ｐ１～Ｐ５の覆土はロームブロックを含み，締まりが弱いことか

ら，柱材を抜き取った後，埋め戻されている。

覆土　９層に分層できる。第１～８層は，ロームブロックが含まれ，不自然な堆積から埋め戻されている。第

１層と第５層，第３層と第６層は，含有物が若干異なるものの，土質が酷似していることから，時間差が殆ど

なく埋め戻されている。第９層は壁溝の覆土，第 10 層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 734 点（坏 76，甕類 656，甑２），須恵器片１点（坏）のほか，土師質土器片１点（内

耳鍋），瓦質土器片２点（鉢），陶器片１点（壺），土製品１点（支脚片），石器１点（砥石片），鉄滓１点（0.86 ｇ），

瓦２点が出土している。第１～２層からの出土遺物は，小片で全域に散在しており，また撹乱もあることから，

投棄と混入が混在している。51 の坏や 53 の坏蓋は，埋め戻しの際に投棄されたと考えられる。竈付近では 52

の坏のみが完形品であることや床面に近い位置での出土であることから，遺棄の可能性が高い。



－ 30 －

第 16図　第４号竪穴建物跡実測図
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第 17図　第４号竪穴建物跡出土遺物実測図

第４号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 17 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ８ 砥石 （11.8）（10.7） 3.4 （431.2） 砂岩 砥面１面 覆土上層 PL10

　第５号竪穴建物跡（第 18 ～ 20 図）

位置　調査区東部のＢ３e9 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

重複関係　第 23・24 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　北東部の大部分が調査区外へ延びているため，北西・南東軸は 5.52 ｍで，北東・南西軸は 5.40

ｍしか確認できなかった。ほぼ方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 40 －゚Ｗである。壁高は 45 ～ 59㎝で，外傾

している。

床　ほぼ平坦な貼床であるが，南東壁下の縁辺は４㎝ほど高くなっており，中央部及び P４・P５周辺が踏み

固められている。貼床は，第 11 層を埋土して構築している。壁下には壁溝が巡っており，北西壁下の北部に

は内部に向かって延びる溝が確認できた。調査区外へ延びているため，長さ 52㎝，幅 20㎝しか確認できなか

った。深さは 12㎝で，断面形はU字状である。間仕切りの可能性がある。また，Ｐ１及び貯蔵穴１の南西部

には，堤状施設が確認できた。北部が調査区外へ延びるため，長さ156cm，幅36～ 110㎝しか確認できなかった。

Ｐ１及び貯蔵穴１周辺を弧状に巡り，床面からの高さは８㎝ほどで，断面形は台形状である。ロームブロック

を多く含む構築土によって，床面上に盛土されており，貯蔵穴１周辺の区画と考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

51 土師器 坏 ［13.4］ 4.4 － 長石・石英・
針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土下層 60％ 

外・内面漆塗り
52 土師器 坏 13.9 4.8 － 長石・石英・雲母・

針状物質 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土下層 100％ PL６
外・内面漆塗り

53 須恵器 坏蓋 13.0 4.8 － 長石・石英・
針状物質 灰白 普通 天井部回転ヘラ切り　 覆土下層 80％ PL９

幡山窯ヵ

所見　投棄された遺物と遺棄された遺物の時期差は認められないことから，時期は７世紀初頭に比定できる。
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炉土層解説
１　暗 褐 色　焼土ブロック少量
２　暗 赤 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量（炉床）

３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

炉　やや北東寄りで確認できた。調査区外へ延びているため，長さ 72㎝，幅 22㎝しか確認できなかったが，

楕円形を呈する地床炉と推定できる。深さは３㎝で，床面から皿状に掘りくぼめられている。底面は若干の凹

凸があるものの，ほぼ平坦で，火熱を受けて赤色硬化した炉床が一部残存していた。

竈　北西壁のほぼ中央に付設されている。煙道部の一部と火床部しか確認できなかったため，火床部から煙道

部までは 113㎝，火床部幅は 40㎝である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火熱を受け赤変硬化している火床

面が残存している。煙道部は壁外に 15㎝ほど掘り込まれ，北西壁中段から外傾している。煙道部及び火床部

にはロームブロックを含んだ粘土が確認でき，閉塞時に貼り付けられた可能性がある。　

竈土層解説
１　黄 褐 色　ロームブロック多量，粘土ブロック少量
２　赤 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量（火床）

３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

ピット　５か所。Ｐ１～ P３は深さ 69 ～ 86㎝で，配置からすれば主柱穴と考えられるが，堤状施設に囲まれ

ているＰ１は，貯蔵穴の可能性もある。Ｐ１は埋め戻されており，Ｐ２・Ｐ３は平・断面形状から，柱材周辺

を掘り込んで抜き取られていると思われる。第１層は焼土粒子が含まれることから，建物本体の覆土第７層か

らの流入と思われる。第２・３層は埋土，第４層は抜き取り後の埋め戻し土，第５層は締まりが弱いことから，

柱材の抜き取り時に，掘方への埋土が押さえつけられ崩壊した層位，第６～８層は掘方への埋土と考えられる。

Ｐ４・P５は深さ８・10㎝と浅いが，配置や周辺が踏み固められていることから，出入り口施設に伴うピット

と考えられる。ロームブロックが含まれることから，埋め戻されている。

ピット土層解説（P1～Ｐ３共通）
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量
２　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量　
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量　　　
４　黒 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

５　黒 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
７　黄 褐 色　ロームブロック多量，黒色土ブロック少量
８　黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

ピット土層解説（P４）
１　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

ピット土層解説（Ｐ５）
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

貯蔵穴　２か所。貯蔵穴１は，調査区外へ延びているため，北西・南東軸は 60㎝で，北東・南西軸は 31㎝し

か確認できなかった。深さ 40㎝で，壁はほぼ直立している。第１層は，焼土粒子が含まれていることから，

覆土第７・８層からの流入と思われる。第２・３層はロームブロックが含まれていることから，埋め戻されて

いる。貯蔵穴２は，長軸 80㎝，短軸 52㎝の隅丸長方形である。深さ 64㎝で，壁は直立している。第２～５層

はロームブロックが含まれた不規則な堆積から，埋め戻されている。双方の新旧関係は，出土遺物がないため

不明であるが，覆土の土質が酷似していることから，廃絶は同時期と思われる。

貯蔵穴１土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量　　　　　　
２　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

貯蔵穴２土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
３　褐 色　ロームブロック中量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

堤状施設土層解説
１　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）



－ 33 －

第 18図　第５号竪穴建物跡実測図
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第 19図　第５号竪穴建物跡・出土遺物実測図
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土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子少量
２　褐 色　ロームブロック中量
３　黒 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
４　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
５　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化物少量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

７　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
８　褐 色　焼土粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック少量
９　褐 色　ロームブロック中量
10　褐 灰 色　ロームブロック少量
11　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

覆土　10 層に分層できる。第１層は黒色土を主体とした自然堆積である。第２～８層は，ロームブロックが

含まれていることや不規則な堆積状態から埋め戻しと考えられるが，第５～８層については焼土ブロックや炭

化物が含まれていることから，段階的な埋土と考えられる。第９層は壁面の崩落土，第 10 層は壁溝の覆土で

ある。第 11 層は貼床の構築土である。

遺物出土状況　土師器片 913 点（坏 153，高坏２，甕類 741，甑 17），須恵器片２点（坏），土製品３点（土玉１，

支脚２），石製品１点（臼玉）が，北西壁及び南東壁沿いに散在している。中層とした第５～８層中に多く，

二次焼成を受けた大形の破片が比較的多く存在するにも関わらず，接合があまり認められなかったことから，

投棄によるものと考えられる。

第 20図　第５号竪穴建物跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ９ 臼玉 0.7 0.5 0.1 0.24 滑石 片面平滑　片面未調整　側面削り後研磨　一方向からの穿孔 覆土中層 PL10
二次焼成

第５号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 19・20 図）

　第６号竪穴建物跡（第 21・22 図）

位置　調査区東部のＢ４f1 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

重複関係　第 33・34 号土坑に掘り込まれている。

規模と形状　東半部が調査区域外へ延びるているため，北西・南東軸は 6.15 ｍ，北東・南西軸は 4.02 ｍしか

確認できなかった。方形で，主軸方向はＮ－ 35 －゚Ｗと推定される。壁高は 26 ～ 46㎝で，ほぼ直立している。

床　ほぼ平坦な貼床で，中央部が踏み固められている。壁下の壁溝は確認できなかった。

ピット　５か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 56 ～ 68㎝で，配置から主柱穴と考えられる。Ｐ１とＰ３，Ｐ２とＰ４は

重複しており，Ｐ３から P１，Ｐ４から P２へ建て替えと考えられる。ロームブロックが含まれることから，

柱材を抜き取った後，埋め戻されている。第３層は締まりが弱いことから，抜き取り時に，第４層が押さえつ

けられ崩壊した層位，第４～６層は掘方への埋土と考えられる。Ｐ１・Ｐ３の土層断面にみられる第５・６層

はＰ３の掘方への埋土の残存と思われる。Ｐ５は深さ 23㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。ロームブロックが含まれることから，埋め戻されている。

所見　二次焼成を受けた遺物は，焼土ブロックを含む第５層から下位で出土している。竈については，袖部

が確認できなかったことから意図的に壊されており，その後，閉塞の可能性がある。こうした様相は第２号

竪穴建物跡に酷似していることから，北東壁への作り替えが推測できる。炉は埋め戻された痕跡が確認でき

なかったことから，竈と併用していた可能性がある。時期は，出土土器から６世紀中葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

54 土師器 坏 ［12.5］（3.4） － 長石・石英 にぶい橙 普通 口縁部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 10％
二次焼成

55 土師器 坏 ［15.8］（3.6） － 長石・石英・雲母・
針状物質 明赤褐 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 10％

二次焼成
56 土師器 坏 ［13.0］（3.9） － 長石・石英・雲母・

細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 10％　
二次焼成

57 土師器 坏 ［13.6］ 3.9 － 長石・石英・
白色粒子 橙 普通 口縁部外面ヘラナデ後磨き　内面ナデ　底部外面劣化のため調整不明　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 40％

二次焼成
58 土師器 坏 ［13.4］（4.5） － 長石・石英・

針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 10％
二次焼成

59 土師器 坏 11.8 4.9 － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通

口縁部外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ　底部
外面ヘラ削り後ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ後
磨き　暗文状の放射状磨き７条　

覆土中層 90％  PL ７
二次焼成

60 須恵器 坏 － （1.3） － 長石・石英・
白色粒子 褐灰 良好 底部手持ちヘラ削り 覆土中層 5％

上毛野産ヵ

61 土師器 高坏 ［19.4］（4.4） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　坏部外・内面ヘラナデ後ヘラ磨きヵ　 覆土中層 10％
二次焼成

62 土師器 甕 ［16.2］（5.2） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ 覆土上層 5％

63 土師器 甕 ［15.6］（7.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　頸部外面ヘラ削り後ヘラナデ 覆土中層 10％

二次焼成
64 土師器 甕 － （16.4） － 長石・石英・雲母・

針状物質
にぶい
赤褐 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラ磨きヵ　内面ヘラナデ 覆土中層 10％

二次焼成
65 土師器 甕 － （3.8） ［6.6］ 長石・石英・細礫 褐灰 普通 外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面劣化のため調整不明　底部木葉痕 覆土中層 ５％

煮炊き焼成痕
66 土師器 甕 － （2.8） 6.3 長石・石英・雲母・

細礫 褐灰 普通 外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り後外縁部ヘラナデ 覆土中層 10％
煮炊き焼成痕

67 土師器 甕 ［15.0］（11.5） － 長石・石英・雲母・
針状物質 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土中層 25％

二次焼成
68 土師器 甕 － （7.0） ［8.2］ 長石・石英・雲母・

針状物質 橙 普通 体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土中層 10％
煮炊き焼成痕

69 土師器 甕 － （14.5） － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 体部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ 覆土中層 5％

二次焼成
70 土師器 甑 ［19.6］（14.7） － 長石・石英・雲母・

針状物質 橙 普通 口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 10％　
二次焼成

71 土師器 砥石転用 － （11.0） － 長石・石英・雲母・
針状物質 にぶい橙 普通 外面ヘラナデ後磨き　内面ヘラナデ　砥面１面刻み目多数 覆土中層

5％　　　　
甕体部転用具
二次焼成
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第 21図　第６号竪穴建物跡実測図

ピット土層解説（Ｐ１～Ｐ４共通）
１　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
３　褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック微量

４　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
５　褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量

ピット土層解説（Ｐ５）
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
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第 22図　第６号竪穴建物跡出土遺物実測図

土層解説
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子中量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

４　黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量
５　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

覆土　５層に分層できる。第１層は黒色土を主体とした自然堆積である。第２～５層は，ロームブロックが含

まれていることや不規則な堆積状態から埋め戻しと考えられるが，第４・５層については焼土ブロックが含ま

れていることから，段階的な埋土と考えられる。

遺物出土状況　土師器片 255 点（坏 54，高坏１，甕類 198，甑２），須恵器片３点（甕類），土製品４点（土

玉），石器１点（砥石）が，全域に散在した状態で出土している。第２～４層中からの出土が多く，完形品が

認められなかったことから，投棄によるものと考えられる。75 の高坏は破断面に煤が付着していることから，

破砕されてから投棄され，中層とした第４・５層の形成段階で火熱を受けたと考えられる。南西壁沿いの第

５層中からは薄く煤が付着したDP10・11 の他，土玉２点がまとまって出土し，上部と下部で被熱部分が分

かれている。Q10 の砥石は床面から出土していることから，遺棄されたと考えられる。

所見　遺棄された土玉や砥石は，第４・５層が埋め戻されたことによって，埋没部分の状態が異なり，被熱
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第６号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 22 図）

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP10 土玉 3.4 2.4 0.7 34.41 長石・石英・雲母・
針状物質 褐灰 ナデ　指頭痕　二方向からの穿孔 覆土中層下位 PL10　　　煤付着

DP11 土玉 3.8 2.4 0.6 29.26 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 ナデ　指頭痕　一方向からの穿孔 覆土中層下位 PL10　　　煤付着

DP12 土玉 3.2 3.2 0.6 39.54 長石・石英・雲母・
針状物質

　にぶい　
赤褐 ナデ　二方向からの穿孔 覆土中層下位 PL10　　　煤付着

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ 10 砥石 （19.5） 9.5 8.7 （2190.0） 花崗岩 砥面２面 床面 PL10　　　
煤付着

　第 7号竪穴建物跡（第 23 ～ 25 図）

位置　調査区東部のＢ４h3 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

規模と形状　北コーナー部付近が調査区外へ延びているが，長軸は 6.32 ｍ，短軸は 6.30 ｍの方形と推定できる。

南東壁の中央部がコの字状に張り出している。主軸方向はＮ－ 34 －゚Ｗである。壁高は 35 ～ 42㎝で，ほぼ直

立している。全域に溝状の撹乱を受け，一部は床下まで達している。

床　平坦な貼床で，撹乱部と壁下縁辺を除いて全面が踏み固められている。Ｐ２の北部で溝を確認したが，東

側が調査区外へ延びていることから，長さは 44㎝，幅は 26㎝しか確認できなかった。深さは９㎝で，断面は

U字状である。間仕切りと考えられる。

溝土層解説
１　暗 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量

　　　　　　　

竈　北西壁の中央部に付設されていると推定できる。煙道部の煙出し付近に撹乱を受けているため，焚口部か

ら煙道部までは 135㎝しか確認できなかった。燃焼部幅は 46㎝である。袖部は，地山を袖状に掘り残している。

第 11 層の貼床をした後，床面から第９層を基部とし，第７・８層を積み上げて構築している。火床部は床面

から皿状に若干掘りくぼめている。火熱を受けた第 11 層上面が赤変硬化し，第 10 層の火床面を形成している。

煙道部の壁外への掘り込み規模は撹乱により不明であるが，火床部から外傾する角度からすれば，余り突出し

ないものと推定できる。第３～５層は天井部材や内壁崩落及び煙道部からの流入土で，第６層は袖部の崩壊土

と考えられることから，竈は自然崩落したものとみられる。　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

72 土師器 坏 ［13.8］（4.5） － 長石・石英・雲母・
針状物質 にぶい褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後放射状磨き　 覆土中層 30％

二次焼成

73 土師器 坏 ［12.5］（4.3） － 長石・石英・雲母・
針状物質

にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層

10％　　　
外・内面漆塗り
二次焼成

74 土師器 鉢 ［9.5］ （6.4） － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 外・内面ヘラナデ後磨き 覆土上層 10％

75 土師器 高坏 ［18.2］（4.9） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　坏部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層 10％　

二次焼成
76 土師器 甕 － （2.8） 8.5 長石・石英・雲母・

細礫 にぶい褐 普通 外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　底部ヘラ削り後外縁部ヘラナデ 覆土上層 10％
煮炊き焼成痕

77 土師器 甑 － （13.8）［10.0］長石・石英・雲母・針状物質 明赤褐 普通 頸部外・内面ヘラナデ　体部外・内面ヘラナデ後磨き　体部外面下端ヘラ削り 覆土中層 20％
二次焼成

を受ける状況が異なったと考えられる。その後，本跡で焼却し，さらに第２・３層で埋め戻したと考えられる。

時期は，出土遺物から６世紀中葉に比定できる。
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竈土層解説
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量（建物
　　　　　　　　覆土第２層）
２　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック・焼土粒子少
　　　　　　　　量（建物覆土第３層）
３　にぶい赤褐色　粘土ブロック多量，黒色土ブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク少量（天井部材崩落土）
４　赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量（天井部内
　　　　　　　　壁崩落土）
５　暗 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・黒色土粒子少量（流
　　　　　　　　入土）

６　褐 灰 色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量（袖部
　　　　　　　　材崩壊土）
７　灰 白 色　粘土ブロック多量，ロームブロック・炭化物・焼
　　　　　　　　土粒子少量（袖部構築土）
８　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・炭化物微量（袖部構築土）
９　黒 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量（袖部
　　　　　　　　基部）
10　赤　褐　色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量（火床）
11　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，黒色土ブロック微量（貼床
　　　　　　　　構築土）

ピット　６か所。Ｐ１は調査区域際で確認できたことから規模は不明である。Ｐ２～Ｐ４は深さ 49～ 70㎝で，

配置からＰ１～Ｐ４は主柱穴と考えられる。Ｐ１は１層までの確認で，Ｐ２～Ｐ４は３～５層に分層できる。

第１層は，焼土粒子が含まれることから覆土第３層からの流入と考えられる。第２～４層はロームブロックが

含まれ，締まりが弱い土層であることから柱材を抜き取った後に埋め戻されている。第５層は抜き取り時に破

壊された第６層で，第６層は掘方への埋土である。Ｐ５・Ｐ６は深さ 32 ～ 42㎝で，配置から出入り口施設に

伴うピットと考えられる。第１層は覆土からの流入土，第２・３層は柱材を抜き取った後の埋め戻し土と思わ

れる。Ｐ４の第２層から二次焼成を受けたDP13 の小玉が出土しているが，埋め戻し時の混入と思われる。

ピット土層解説（P１～Ｐ４共通）
１　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
２　黒 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
３　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

４　黄 褐 色　ロームブロック中量
５　暗 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
６　黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

ピット土層解説（Ｐ５）
１　褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

３　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量

貯蔵穴土層解説
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２　黒 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
４　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長径 83㎝，短径 74㎝の楕円形で，深さは 37㎝である。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。覆土は４層に分層できる。第１～３層までは，ロームブロックが含まれることから，

埋め戻されている。第４層については，締まりが強く上面が比較的平坦であることから，最終段階では当層の

上面が底面であった可能性がある。

張り出し施設土層解説
１　褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

張り出し施設　南東壁の中央部を壁外へ，長さ 158㎝，幅 132㎝の隅丸長方形に掘り込んでいる。深さは 53㎝

である。底面は平坦で，壁はほぼ直立しているが，北西壁は段を有している。覆土は３層に分層でき，土質が

粗く，ロームブロックが含まれていることから，埋め戻されている。出入り口施設下の貯蔵穴と考えられる。

覆土　４層に分層できる。第１層は黒色土を主体とした自然堆積である。第２層はロームブロックが，第３層

はロームブロックと焼土粒子が含まれるていることから，段階的に埋め戻されている。第４層はローム粒子を

含む流入土である。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量

３　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック・焼土粒子少量
４　黒 褐 色　ローム粒子少量
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第 23図　第７号竪穴建物跡実測図
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第 24図　第７号竪穴建物跡・出土遺物実測図

遺物出土状況　土師器片 604 点（坏 143，椀１，甕類 459，甑１），須恵器片１点（ 　），土製品 15 点（土玉１，

支脚片 14）のほか，縄文土器１点（深鉢），陶器片２点（碗）が，竈周辺や張り出し施設周辺にある程度のま

とまりがみられるものの，全域に散在して出土している。完形品の坏も出土しているが，出土状態は斜位や逆

位などと多様であることから，投棄と思われる。二次焼成を受けた遺物もみられ，多くは下層とした第３層の

形成段階で投棄されたと考えられる。

所見　竈の第６層の袖部の崩壊土や覆土第４層の流入土から，上屋解体後に若干の時間が経過してから埋め戻

されたと考えられる。時期は，出土土器から６世紀中葉に比定できる。



－ 43 －

第 25図　第７号竪穴建物跡出土遺物実測図

第７号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 25 図）

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP13 小玉 0.8 0.7 0.1 0.41 長石・石英・
針状物質 黒褐 一方向からの穿孔 P4 PL10

二次焼成

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

78 土師器 坏 － （4.3） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土下層 10％
二次焼成

79 土師器 坏 14.7 5.2 － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
口縁部外面ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き　底部
外面ヘラ削り後ヘラ磨きヵ　内面ヘラナデ後放射
状磨き

覆土下層 100％ PL６
二次焼成

80 土師器 坏 ［11.1］ 5.1 － 長石・石英・雲母・
針状物質 明赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土下層 40％

二次焼成

81 土師器 坏 ［11.6］ 4.9 － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通

口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ
削り後磨き　内面ヘラナデ後放射状磨き　ヘラ
圧痕による暗文状の放射７条

覆土下層 70％ PL７
二次焼成

82 須恵器 ［13.4］（1.6） － 長石・赤色粒子・
黒色粒子

にぶい
黄橙 良好 外面沈線による区画　３条１単位の波状文　　内面ナデ　自然釉付着 覆土下層 ５％ PL９

二次焼成
83 土師器 甕 15.2 （12.2） － 長石・石英・雲母・

針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土下層 30％
二次焼成

84 土師器 甕 17.4 （24.3） － 長石・石英・細礫 にぶい褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　 覆土中層 70％ PL８
煮炊き焼成痕ヵ

85 土師器 甕 ［10.0］（9.6） － 長石・石英・細礫 にぶい
黄橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ　　 覆土下層 30％

二次焼成
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ピット土層解説（Ｐ１～Ｐ４共通）
１　明 黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

３　にぶい褐色　ロームブロック中量

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ３は深さ 45 ～ 61㎝で，配置から主柱穴と考えられる。第１・２層は，ロームブロ

ックが含まれ，締まりが弱いことから，柱材を抜き取った後の埋め戻し土，第３層は，締まりが強いことから

掘方埋土の残存と考えられる。Ｐ４は深さ 25㎝で，配置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。第２

層の上層から 88 の坏が出土しているが，完形品ではないことから，投棄されたと思われる。

貯蔵穴土層解説
１　褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック少量
２　にぶい褐色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
３　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量

４　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量
５　明 黄 褐 色　ロームブロック中量

貯蔵穴　東コーナー部に位置している。長径 86㎝，短径 73㎝の楕円形で，深さは 49㎝である。底面は平坦で，

壁はほぼ直立している。覆土は５層に分層でき，ロームブロックが含まれることから埋め戻されている。第５

層は，締まりが強いことから，最終段階で当層の上面が底面であった可能性がある。

土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子中量
２　暗 褐 色　ローム粒子中量
３　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量，焼土ブロック・

　　　　　　　　炭化物少量
４　暗 褐 色　ローム粒子少量
５　黄 褐 色　ロームブロック中量

覆土　５層に分層できる。第１・２層は黒色土を主体とした自然堆積である。第３層はロームブロックや焼土

ブロックが含まれていることから埋め戻されている。第４層は流入土，第５層は壁溝の覆土である。

位置　調査区東部のＣ４b5 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

　第８号竪穴建物跡（第 26・27 図）

竈土層解説
１　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物少量（建物覆土第３層）
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，ロームブロック少量，焼土ブ
　　　　　　　　ロック微量（天井部材崩落土）
３　にぶい橙色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・黒色土粒子微
　　　　　　　　量（天井部内壁崩落及び流入土）

４　灰 黄 褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子少量（袖部材崩壊土）
５　灰 黄 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック少量，炭化粒子微
　　　　　　　　量（袖部構築土）
６　明 赤 褐 色　ロームブロック多量，焼土ブロック中量（火床）
７　明 黄 褐 色　ロームブロック多量（貼床構築土）

竈　北東壁中央部の南寄りに付設されている。焚口部から煙道部までは 101㎝，燃焼部幅は 36㎝である。袖部

は，床面である第７層上面から第５層を積み上げて構築している。火床部は床面とほぼ同じ高さである。火熱

を受けた第７層上面が赤変硬化し，第６層の火床面を形成している。煙道部の壁外へ掘り込み規模は４㎝と短

く，火床部から外傾している。第４層は袖部の崩壊土と考えられ，第２・３層が天井部材や内壁崩落及び煙道

部からの流入土であることから，自然崩落している。

規模と形状　南部が調査区外へ延びていることから，北西・南東軸は 5.63 ｍで，北東・南西軸は 4.68 ｍしか

確認できなかった。方形もしくは長方形と推定でき，主軸方向はＮ－ 53 －゚Ｅである。壁高は 32 ～ 34㎝で，

ほぼ直立している。全域に溝状の撹乱を受け，床下まで達している。

床　平坦な貼床で，撹乱を除いた全面が踏み固められている。竈と北西壁下の中央部を除いて，壁下には壁溝

が巡っている。北西壁下から P３へ向かって，溝が延びている。長さ 105㎝，幅 27㎝，深さ 13㎝で，断面形

はU字状である。間仕切りと考えられる。

溝土層解説
１　にぶい褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
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第 26図　第８号竪穴建物跡実測図
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第８号竪穴建物跡出土遺物観察表（第 27 図）

第 27図　第８号竪穴建物跡出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　土 色　調 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP14 臼玉 0.8 0.9 0.2 0.63 石英・雲母・
針状物質 褐 一方向からの穿孔 覆土下層 二次焼成

　第９号竪穴建物跡（第 28 図）

位置　調査区中央部のＢ３d3 区，標高 33 ｍほどの台地中央部に位置している。

重複関係　第２号竪穴建物に掘り込まれている。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

86 土師器 坏 ［12.0］（5.4） － 長石・石英・
針状物質 褐灰 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 30％

二次焼成
87 土師器 坏 ［13.6］ 4.7 － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後放射状磨き 覆土中層 10％

二次焼成
88 須恵器 坏 12.8 5.3 － 長石・石英・黒色

粒子・白色粒子 黄灰 良好 口縁部外・内面ナデ　底部回転ヘラ削り　 P4 70％ PL ９
産地不明

89 土師器 小形壺 ［8.8］ （4.9） － 長石・石英・雲母 にぶい
赤褐 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　体部外面ヘラナデ後ヘラ磨きヵ　内面ヘラナデ後磨き　 覆土中層 30％

90 土師器 甕 － （7.1） － 長石・石英・雲母・
細礫 にぶい橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後磨き　内面ヘラナデ　 覆土上層 10％

二次焼成
91 土師器 甑 ［21.3］ 19.5 ［6.0］ 長石・石英・雲母・

針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ　体部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き 覆土中層・Ｐ４ 30％二次焼成

遺物出土状況　土師器片 339 点（坏 38，椀２，高坏２，小形壺１，甕類 293，甑３），須恵器片３点（坏１，蓋２），

土製品１点（臼玉），石器１点（砥石）のほか，陶器片２点（碗，甕），磁器片１点（碗）が，P４や全域に散

在して出土している。多くは上層とした第１・２層及び中層とした第３層の上層から破片で出土していること

から，投棄されている。86 の坏や 90 の甕，91 の甑は，破断面に被熱を受けていることから，破棄された後に

投棄され，焼かれた可能性がある。また出土地点が不明ながらも，覆土下層から薄く煤が付着したDP14 の臼

玉が出土している。投棄された後に二次焼成を受けた可能性がある。

所見　時期は，P４で遺棄された須恵器の坏から６世紀中葉に比定できる。 
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第 28図　第９号竪穴建物跡実測図

規模と形状　第２号竪穴建物の構築時に壁などは壊されており，床の硬化部及び柱穴以外は確認できなかった。

残存している床は長軸 3.12 ｍ，短軸 3.04 ｍで，床の硬化部及び他の竪穴建物跡の形状から，方形と推定できる。

主軸方向はＮ－ 42 －゚Ｅである。

床　平坦で，踏み固められている。

ピット　４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ 33 ～ 47㎝で，配置から主柱穴と考えられる。いずれも土層断面図の図化

には至らなかったが，締まりが弱く，ロームブロックが含まれていたことから，柱材を抜き取った後の埋め戻

しの可能性がある。

所見　第２号竪穴建物のほぼ中央部から確認できたことから，第２号竪穴建物の拡張前の建物である可能性が

ある。時期は，第２号竪穴建物の時期から６世紀中葉以前である。

表２　古墳時代竪穴建物跡一覧表

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

１ Ｂ２b7 Ｎ－ 36°－Ｅ［方形・長方形］ 5.31 ×（3.12）34 ～ 43 平坦（全周） ２ － － 竈１ １ 自然
人為 土師器，須恵器 ６世紀中葉 本跡→ SK18

２ Ｂ３d3 Ｎ－ 44°－Ｗ 方形 6.58 × 6.35 43 ～ 48 平坦 一部 ５ １ － 竈２ １ 自然
人為

土師器，須恵器，
土製品，石器，
石製品

６世紀中葉 SI ９→本跡
→ SK19・21

３ Ｂ３d6 不明 ［方形・
長方形］（4.73）×（3.30）42 ～ 46 平坦（東南） １ １ ３ 炉３ － 自然

人為 土師器 ６世紀中葉
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　第 38 号土坑（第 29 図）

位置　調査区東部のＢ３h9 区，標高 33 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.84 ｍ，短径 0.57 ｍの楕円形で，長径方向はN－ 24°－Ｗである。深さは 71㎝で，底面は

平坦で，南東部の径 18㎝ほどが硬化している。壁はほぼ直立している。

覆土　６層に分層できる。第１～３層は，柱材を抜き取った後の埋め戻し土，第４～６層は掘方への埋土である。

土層解説
１　黒 褐 色　黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
３　褐 灰 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
５　褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
６　黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量

遺物出土状況　土師器片９点（坏４，甕類４，甑１）が出土している。いずれも第１～３層から出土した破片

であることから，埋め戻す際に投棄されたものとみられる。

所見　底面に柱のあたりを確認したことから，性格は柱穴であるが，周辺には関連する遺構は確認できなかっ

た。時期は，出土土器から６世紀中葉と考えられる。

　第 39 号土坑（第 29 図）

位置　調査区東部のＢ３g9 区，標高 33 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

規模と形状　長径 0.55 ｍ，短径 0.53 ｍの円形である。深さは 49㎝で，底面は有段を呈し，北西部の径 20㎝ほ

どが硬化している。壁はほぼ直立している。

覆土　４層に分層できる。第１・２層は柱材を抜き取った後の埋め戻し土，第３・４層は掘方への埋土である。

土層解説
１　黒 褐 色　黒色土ブロック少量，ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量

３　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
４　黄 褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量

所見　出土遺物はなかったものの，第 38 号土坑の付近で確認できたことや覆土が酷似することから，時期は，

６世紀中葉の可能性がある。底面に柱のあたりを確認したことから，性格は柱穴であるが，周辺に関連する遺

構は確認できなかった。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

92 土師器 坏 ［11.6］ 4.8 － 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 口縁部外・内面ヘラナデ後磨き　底部外面ヘラ削り後ヘラナデ　内面ヘラナデ後磨き 覆土上層 30％

第 38 号土坑出土遺物観察表（第 29 図）

　⑵　土坑　

番号 位 置 主軸方向 平面形
規　模 壁 高

（㎝）
床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　期 備　考

長軸×短軸（ｍ） 主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

４ Ｂ３f6 Ｎ－ 13°－Ｅ 方形 4.81 × 4.80 37 ～ 42 平坦 ほぼ
全周 ４ １ － 竈１ － 人為 土師器，須恵器 ７世紀初頭

５ Ｂ３e9 Ｎ－ 40°－Ｗ［方形］ 5.52 ×（5.40）45 ～ 59 平坦（全周） ３ ２ － 炉１
竈１ ２ 自然

人為
土師器，須恵器，
土製品，石器 ６世紀中葉 本跡→ SK23・24

６ Ｂ４f1 Ｎ－ 35°－Ｗ［方形］ 6.15 ×（4.02）26 ～ 46 平坦 － ４ １ － － － 自然
人為

土師器，土製品，
石器 ６世紀中葉 本跡→ SK33・34

７ Ｂ４h3 Ｎ－ 34°－Ｗ［方形］ 6.32 × 6.30 35 ～ 42 平坦 － ４ ２ － 竈１ １ 自然
人為 土師器，須恵器 ６世紀中葉

８ Ｃ４b5 Ｎ－ 53°－Ｅ［方形］ 5.63 ×（4.68）32 ～ 34 平坦 ほぼ
全周 ３ 1 － 竈１ １ 自然

人為
土師器，須恵器，
土製品，石器 ６世紀中葉

９ Ｂ３d3 Ｎ－ 42°－Ｅ［方形］（3.12）×（3.04） － 平坦 － ４ － － － － － ６世紀中葉
以前 本跡→ SI ２
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第 29図　第 38・39 号土坑，第 38 号土坑出土遺物実測図

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

38 Ｂ３h9 Ｎ－ 24°－Ｗ 楕円形 0.84 × 0.57 71 平坦 直立 人為 土師器 柱穴

39 Ｂ３g9 － 円形 0.55 × 0.53 49 有段 直立 人為 柱穴

表３　古墳時代土坑一覧表

２　室町時代の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，堀跡１条を確認した。以下，遺構及び遺物について記述する。

　堀跡

　第１号堀跡（第 30・33 図）

位置　調査区東部のA１h5 ～ B２b6 区，標高 33 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

重複関係　第２号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　西部及び南部が調査区域外に延びているため，長さは 49 ｍしか確認できなかった。A１h5 区か

らＮ－ 107°－Ｅ方向にほぼ直線に延び，B２b6 区で南西方向（Ｎ－ 15°－W）へ屈折して延びている。上幅

1.60 ～ 4.60 ｍ，下幅 1.80 ～ 4.00 ｍ，深さ 80 ～ 106cm である。底面はほぼ平坦であるが，改修前の堀跡が残存し

ている部分においては凹凸や段を有し，底面は北西から南東へ緩斜している。壁は外傾もしくは外反している。

ピット　７か所。Ａ２j2 区で２か所，Ｂ２b5 区～Ｂ２b6 区で５か所が内壁に沿って確認できた。径７～ 14㎝，

深さ 23 ～ 32㎝で，不規則に並んでいる。P６の覆土は２層で，ロームブロックが含まれていることから，埋

め戻されている。コーナー部に位置することや重複関係などから，改修前の部分的な土留めや柵などが考えら

れるが，性格は不明である。

ピット土層解説（Ｐ６）
17　黒 褐 色　ロームブロック中量 18　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量

覆土　16 層に分層できる。第１～ 12 層は改修後の覆土，第 13 層と第 14 ～ 16 層は改修前の覆土で，時期が

異なると思われる。第１～３層は，ロームブロックがほとんど含まれていない自然堆積で，第４～ 11 層は内

壁及び外壁から複雑な堆積をしていることや各層にロームブロックが含まれていることから , 埋め戻されてい

る。第 12・14 層はロームブロックが含まれるものの，壁面や床面に接した層位であることから，壁面からの

流入土と考えられる。第 13・15 層は黒色土主体の自然堆積層である。
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第 30図　第１号堀跡・出土遺物実測図

土層解説
１　灰 黄 褐 色　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　炭化物・ローム粒子少量
３　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子微量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量
５　灰 黄 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
６　黒　褐　色　黒色土ブロック中量，ロームブロック微量
７　黄　褐　色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
８　褐　灰　色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量

９　暗　褐　色　ロームブロック・黒色土ブロック中量
10　明 黄 褐 色　ロームブロック多量
11　黒　褐　色　ロームブロック中量
12　褐　　　色　ロームブロック中量
13　黒　　　色　ロームブロック・黒色土粒子少量
14　にぶい黄褐色　ロームブロック多量
15　黒　褐　色　黒色土粒子少量，ロームブロック微量
16　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，黒色土ブロック微量
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遺物出土状況　土師質土器２点（小皿，皿），陶器片 13 点（碗５，皿１，鉢６，甕１），磁器片１点（青磁皿）

のほか，縄文土器片１点（深鉢），土師器片 284 点（坏 80，甕類 202，甑２），須恵器片２点（坏，装飾器台），

陶器片６点（碗５，皿１），磁器片２点（小杯，皿），石器５点（砥石）が，第１～ 12 層中にかけて出土している。

細片は上層に多く，完形品や比較的大形の破片は中層から下層にかけて出土している。中層から下層にかけて

出土した遺物は，埋め戻す際に投棄されたものと思われる。

所見　覆土の堆積状況から２回以上の改修が確認できる。第１期の覆土は第 14 ～ 16 層で，段を有する断面形

状から，底面が一部残存していると推測でき，最終段階の堀底より 20㎝ほど高い。第２期は覆土の第 13 層の

みで，深く掘り下げる改修をしている。第３期は覆土の第１～ 12 層で，底面を広げている。廃絶時期は，第

３期の覆土に伴う土器から 14 世紀前葉と考えられる。

　当該地には ｢原屋敷｣ の地名が残っており，館に伴う堀跡と想定できるが，内郭部は調査区域外に位置して

いることから断定はできない。宍戸氏が小鶴荘を改め，宍戸荘を一円的に支配するのは 14 世紀以降であるこ

とから，宍戸氏が入部する以前の郷村拠点であったと考えられる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

93 土師質土器 小皿 8.4 2.1 4.9 長石・石英・雲母・
針状物質 橙 普通 外・内面ヘラナデ　底部ヘラ切り後指ナデ 第３期覆土下層 95％  PL10

94 土師質土器 皿 ［12.6］ 4.0 － 長石・石英・雲母・
針状物質 明赤褐 普通 外・内面ヘラナデ 第３期覆土中層 80％  PL10 二次焼成

第１号堀跡出土遺物観察表（第 30 図）

３　その他の遺構と遺物

　　今回の調査では，時期や性格が明確でない溝跡１条，土坑 40 基，ピット群１か所を確認した。以下，遺

　構及び遺物について記述する。

　第２号溝跡（第 31・33 図）

位置　調査区西部のB４f2 ～ B４j1 区，標高 33 ｍほどの平坦な台地上に位置している。

　⑴　溝跡

重複関係　第 25・26 号土坑に掘り込まれている。　

規模と形状　北部及び南部が調査区域外に延びているため，長さは 13.85 ｍしか確認できなかった。Ｂ４j1 区

からＮ－ 20°－Ｅ方向にほぼ直線的に延びており，上幅 1.10 ～ 2.00 ｍ，下幅 0.40 ～ 1.13 ｍ，深さ 40 ～ 53cm

である。底面はほぼ平坦であるが，底面は南から北に緩斜している。壁は外傾している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎土 /色調 文　様・特　徴 釉薬 産　地 出土位置 備　考

95 青磁 皿 ［11.5］（3.0） － 黒色粒子 /灰白 口縁部内面に削り沈線 青磁釉 同安窯ヵ 第３期覆土中層 15％  PL10

96 陶器 捏鉢 － （7.9）［11.2］黒色粒子・細礫 /にぶい灰褐 外・内面ヘラナデ　内面指頭痕 自然釉 常滑窯 第３期覆土中層 20％  PL10

97 陶器 捏鉢 － （6.7）［17.2］黒色粒子・細礫 /褐
外・内面ヘラナデ　内面上位摩滅　
底部砂目 自然釉 常滑窯 第３期覆土中層 20％  PL10
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土層解説
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　にぶい黄褐色　ロームブロック・黒色土ブロック少量

５　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック中量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量，黒色土粒子微量
７　黒 褐 色　ローム粒子少量　　　　

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

98 瓦質土器 焙烙 ［22.2］（2.8） － 石英・雲母・
黒色粒子 灰白 普通 外・内面ヘラナデ　口縁部折り返し 覆土中 ５％

99 土師質土器 焙烙 ［32.0］（2.4） － 石英・雲母・
黒色粒子

にぶい
黄橙 普通 外・内面ヘラナデ 覆土中 ５％

第２号溝跡出土遺物観察表（第 31 図）

ピット　８か所。B４f2 ～Ｂ４i1 区の内壁に沿って，底面で確認できた。径 12 ～ 16㎝，深さ 20 ～ 39㎝である。

P１・P８は西壁沿い，P２～ P７は東壁沿いに掘り込まれ，単体もしくは不規則な間隔で存在している。部

分的な土留めなどが考えられるが，性格は不明である。

覆土　７層に分層できる。第１層は微量のローム粒子を含む自然堆積，第２～４層はロームブロックが含まれ

ることから埋め戻し土，第５・６層はロームブロックが含まれるものの，壁面や底面に接した層位であること

から，壁面からの流入土である。第７層は底面への流入土であるが，締まりが強いことから，第５・６層とは

堆積時期が異なると考えられ，１回以上，底面の堆積土を浚っていると思われる。

遺物出土状況　土師質土器片１点（焙烙），瓦質土器片１点（焙烙），石器１点（砥石）のほか，土師器片 153 点（坏

31，甕類 122），須恵器片１点（蓋），石器１点（砥石）が，覆土上層から下層にかけて出土している。細片で

あることや周辺に竪穴建物跡が存在していることから，多くは埋め戻す際に混入したと思われる。

所見　時期は 18 世紀後葉の可能性はあるが，伴う出土土器が少ないことから不明である。性格は，区画と考

えられる。

第 31図　第２号溝跡・出土遺物実測図
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　⑵　土坑（第 33 図）　

　　　時期を特定できない土坑 40 基について，一覧表を掲載する。出土遺物が少なく細片であること，伴う

　　遺物が出土しなかったことなどから，時期は決定できなかった。

番号 位 置 長径方向 平 面 形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主 な 出 土 遺 物 備　考
長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ａ２j5 Ｎ－ 76°－Ｗ ［楕円形］ 0.84 ×（0.56） 118 平坦 外傾 人為

２ Ｂ２a6 Ｎ－ 49°－Ｅ ［長方形］ （1.56）× 0.91 19 平坦 緩斜 自然 SD１，SK３→
本跡

３ Ｂ２a6 Ｎ－ 63°－Ｗ 楕円形 1.38 × 1.15 23 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK２

４ Ｂ２a6 Ｎ－７°－Ｅ 楕円形 0.30 × 0.25 81 平坦 外傾 人為

５ Ｂ２a6 Ｎ－ 65°－Ｗ 楕円形 0.43 × 0.38 60 平坦 外傾 人為

６ Ｂ２c0 Ｎ－ 83°－Ｗ 楕円形 0.41 × 0.34 23 平坦 外傾 人為

７ Ｂ２c9 Ｎ－ 69°－Ｗ 楕円形 0.72 × 0.57 20 平坦 緩斜
外傾 人為

９ Ｂ３b1 － 円形 0.69 × 0.63 51 皿状 外傾 人為

10 Ｂ２c9 Ｎ－ 27°－Ｅ 楕円形 0.80 × 0.60 80 有段 外傾 人為

11 Ｂ２c8 Ｎ－ 78°－Ｅ 楕円形 0.29 × 0.21 75 平坦 直立 人為

12 Ｂ３d1 Ｎ－ 56°－Ｅ ［円形・
楕円形］ （0.62）×（0.14） ５ 平坦 緩斜 人為 本跡→ SK13

13 Ｂ３d1 Ｎ－ 50°－Ｅ 隅丸長方形 1.40 × 0.70 17 平坦 緩斜 自然 SK12 →本跡

14 Ｂ２c9 － 円形 0.49 × 0.46 49 皿状 外傾 人為 本跡→ SK29

15 Ｂ３e4 Ｎ－ 21°－Ｗ ［楕円形］ （2.80）×（2.08） 17 平坦 緩斜 人為 土師器

16 Ｂ３e7 Ｎ－ 23°－Ｅ 隅丸長方形 0.90 × 0.72 29 皿状 外傾 人為

17 Ｂ３f5 Ｎ－ 83°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.51 17 平坦 緩斜 人為

18 Ｂ２b8 Ｎ－ 69°－Ｅ 楕円形 1.67 × 1.25 35 平坦 緩斜 人為 陶器，磁器 SI １→本跡

19 Ｂ３c2 Ｎ－ 11°－Ｅ ［長方形］ 1.73 ×［1.16］ 22 平坦 緩斜 人為 SI ２→本跡

20 Ｂ３c9 Ｎ－ 80°－Ｗ ［円形・
楕円形］ （2.13）×（0.60） 39 平坦 緩斜 人為

21 Ｂ３c2 － 円形 0.60 × 0.55 20 平坦 外傾 人為 SI ２→本跡

22 Ｂ３c2 － 円形 0.59 × 0.55 25 平坦 外傾 人為

23 Ｂ３e9 Ｎ－ 18°－Ｅ ［長方形］ （3.89）× 0.80 27 平坦 外傾 人為 土師器 SI ５→本跡
→ SK24

24 Ｂ３e9 Ｎ－ 15°－Ｅ ［長方形］ （2.39）× 0.83 41 平坦 緩斜
外傾 人為 土師器 SI ５，SK23 →

本跡
25 Ｂ４g2 Ｎ－ 88°－Ｅ 楕円形 0.50 × 0.26 41 皿状 外傾 人為 SD２→本跡

26 Ｂ４g2 Ｎ－ 88°－Ｅ ［楕円形］ ［0.46］× 0.34 38 皿状 外傾 人為 SD２→本跡

27 Ｂ３f9 Ｎ－ 35°－Ｗ 楕円形 0.90 × 0.80 10 平坦 緩斜 人為

28 Ｂ３f0 － 円形 0.77 × 0.71 47 皿状 外傾 人為

29 Ｂ２c9 － 円形 0.95 × 0.94 25 平坦 外傾 人為 SK14 →本跡

30 Ｂ３f0 － 円形 0.35 × 0.33 20 皿状 外傾 人為

31 Ｂ３f0 Ｎ－ 30°－Ｅ 楕円形 0.88 × 0.76 25 平坦 外傾 人為

32 Ｂ３h0 Ｎ－ 59°－Ｅ ［円形・
楕円形］ （0.77）×（0.52） 19 皿状 緩斜 人為 本跡→ SK40

33 Ｂ４f2 Ｎ－ 66°－Ｗ ［方形］ 0.90 ×（0.68） 50 平坦 直立 人為 SI ６，SK34 →
本跡

34 Ｂ４g1 Ｎ－ 17°－Ｅ ［長方形］ （3.20）× 0.55 21 平坦 外傾 人為 SI ６→本跡
→ SK33

35 Ｂ３g8 － 円形 1.02 × 0.99 18 平坦 緩斜 自然

36 Ｂ３g9 Ｎ－ 70°－Ｗ 楕円形 0.81 × 0.73 22 傾斜 緩斜 自然

37 Ｂ３g9 － 円形 0.58 × 0.58 20 平坦 外傾 人為

40 Ｂ３h0 Ｎ－ 28°－Ｅ 楕円形 1.24 × 1.08 32 皿状 緩斜 人為 土師器 SK32 →本跡

41 Ｂ３g0 Ｎ－ 29°－Ｅ 楕円形 0.89 × 0.79 25 皿状 外傾 人為

42 Ｂ４j2 Ｎ－ 72°－Ｗ 楕円形 0.39 × 0.33 27 平坦 緩斜 人為

43 Ｃ４a4 Ｎ－ 20°－Ｅ 楕円形 0.41 × 0.27 28 平坦 外傾 人為

表４　時期不明土坑一覧表
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　⑷　遺構外出土遺物（第 32 図）

　　　遺構に伴わない遺物について，各時代の特色ある遺物を抽出し，実測図，拓影図，遺物観察表を掲載する。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

100 須恵器 装飾器台 － （11.0） － 長石・石英・
白色粒子 灰 良好

外面削り沈線による３区画　上・中区画内に４
条１単位の波状文　下区画内叩き　坏部内面下
位に当て具痕後ナデ消し　自然釉付着

第１号堀跡
覆土中

10％  PL ９
上毛野産ヵ

101 土師器 竈鍔 － （3.9）［28.0］長石・石英・雲母・赤色粒子 明黄褐 普通 外・内面ヘラナデ　鍔部断面に折り返し 第１号堀跡
覆土中 ５％

102 土師器
紡錘車
もしくは
砥石転用

－ － 5.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 内面ヘラナデ　外縁部研磨　底部回転糸切り　底部中心部に穿孔痕

第１号堀跡
覆土中

20％
皿底部転用具

遺構外出土遺物観察表（第 32 図）

第 32図　遺構外出土遺物実測図

位置　調査区中央部のＢ３e7 ～Ｂ３f8 区，標高 33 ｍほどの平坦な台地上に位置している。東西 3.40 ｍ，南北

2.50 ｍの範囲から，ピット３か所を確認した。

規模と形状　平面形は長径 53 ～ 70cm，短径 52 ～ 62cm の円形または楕円形で，深さは 25 ～ 45cm である。

ピットの分布状況は，P２を交点に P１・P３がほぼ直交しているが，建物や柵などは想定できない。

所見　時期，性格ともに不明である。

　第１号ピット群（第 33 図）

　⑶　ピット群
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　今回の発掘調査では，古墳時代後期の竪穴建物跡９棟，室町時代の堀跡１条のほか，溝跡１条，柱穴を含

む土坑 42 基，ピット群１か所を確認した。竪穴建物跡のうち，７世紀初頭の第４号竪穴建物跡と第２号竪

穴建物跡の拡張前の建物の可能性がある第９号竪穴建物跡を除けば，いずれも６世紀中葉に廃絶された竪穴

建物跡と考えられる。以下，６世紀中葉の竪穴建物，出土土器の組成と系譜等について記述する。

　今回の発掘調査で確認できた６世紀中葉の竪穴建物跡は，第１～３号竪穴建物跡と第５～８号竪穴建物跡

である。これらの竪穴建物跡は，段階的に埋め戻された覆土の堆積状況や，二次焼成を受けた遺物の年代と

出土状況から，同時期に廃絶されたと考えられる。また竪穴建物跡から確認できた出入り口施設と考えられ

るピットは，調査区の制約を受けた第１号竪穴建物跡を除けば，すべて南東壁際に位置している。こうした

共通事項から，少なくとも第１号竪穴建物跡を除いた他の竪穴建物跡は，下遠田遺跡における６世紀中葉の

集落を構成していた一部と考えられる。あるいは覆土の堆積状況や遺物出土状況を重視すれば，第１号竪穴

建物跡も含めて集落を構成していた可能性もある。

　集落を構成していた竪穴建物跡は，いくつかの小集団としてのまとまりが考えられる。当跡の発掘調査で

確認できた竪穴建物跡においては，主軸方向と内部構造によって，Aから Cの小集団に分けることができ

ると思われる。

　小集団Aは，調査区域内で最も大型の竪穴建物跡である第２号竪穴建物跡を中心とした集団と想定でき

る。第２号竪穴建物跡は，主軸方向がN－ 44°－Wで，出入り口施設が南東壁際に位置し，それに対峙す

る北西壁に竈が構築された後，北東壁へ竈が移設されている。これと酷似した主軸方向や内部構造が認めら

れるのは，第５号竪穴建物跡である。主軸方向はN－ 40°－Wで，南東方向の出入り口施設に対峙する北

西壁に竈が構築され，意図的に壊されていることから，北東壁への移築が想定できる。第２号竪穴建物跡と

の相違点は炉跡が存在し，堤状施設を有する点で，古墳時代中期の竪穴建物の特徴が継承されている。また，

第３号竪穴建物跡は調査範囲の制約により，全貌は解明できなかったが，炉跡や堤状施設の存在から第５号

竪穴建物跡との特徴が一致し，小集団Aに含まれる可能性がある。複数の炉跡が確認できたことから，竈

が導入される以前に建てられた可能性がある。

　小集団 Bは，第２号竪穴建物跡に次ぐ規模をもつ第７号竪穴建物跡を中心とした集団と想定できる。第

７号竪穴建物跡は，主軸方向がN－ 34°－Wで，出入り口施設が南東壁際に位置し，それに対峙する北西

壁に竈が構築され，張り出し施設を有している。これとほぼ同じ主軸を有する第６号竪穴建物跡は，主軸方

向がN－ 35°－Wであり，第８号竪穴建物跡についても，出入り口施設から主軸を割りだせば，N－ 38°

－Wとなり，同一の小集団を構成していると考えられる。張り出し施設を伴う竪穴建物や竈は，古代に存

在した香取海沿岸と東京湾沿岸の集落との関連性や交流によって波及していくとする視点もあり１），当跡に

おける竈の導入も，こうした方面から涸沼・涸沼前川水系を介しての集団や技術を集落内へ取り込むことに

よってもたらされたと推測できる。

　小集団 Cは，第１号竪穴建物跡のみであるが，確認できた位置から小集団の縁辺部に位置する竪穴建物

２　６世紀中葉の竪穴建物について

　　　第４節 ま と め

１　はじめに



－ 56 －

と考えられる。段階的に埋め戻された覆土の堆積状況や遺物出土状況は，小集団A・Bを構成する竪穴建物

跡と一致するが，一方で竈の煙道部が長く掘り込まれ，他の小集団の竪穴建物跡で確認できた竈の構造とは

異なっている。こうした視点からすれば，小集団 Cが小集団A・Bと共に同一の集落を構成していたかは

不明であるが，仮に同一の集落に存在していたとするならば，調査区域内では最も新しく編成された小集団

と考えられる。

　以上のように当跡の発掘調査区域においては，２～３の小集団が想定できる。第２号竪穴建物跡の貯蔵穴

からは威信財と思われる須恵器の広口壺や提瓶が遺棄されていることから，少なくとも他の小集団の中では

上位に位置していたと考えられ，あるいは該期の当集落においても，第２号竪穴建物跡が含まれる小集団A

が，中心的役割を果たしていた可能性がある。これらの竪穴建物跡の廃絶年代は同時期であり，出土遺物や

重複関係から竪穴建物跡の形態変遷を追うことは難しいが，竈の導入においては，前述のことから第７号竪

穴建物跡を取り巻く集団の影響が大きいと考えられる。第２・５号竪穴建物跡における当初の竈の付設位置

は，第７号竪穴建物跡と一致しているものの，その後，第２・５号竪穴建物で移築された竈の位置は，他の

集団内の竪穴建物にも同じ位置で竈が付設されている。これを集落内の統一性とみるか，出入り口施設と貯

蔵穴との位置関係からの利便性とするかは判断しかねるが，炉から竈へ，竈の移築位置，堤状施設の消長な

どからみた場合，小集団Aでは，第３号竪穴建物から第５号竪穴建物，第２号竪穴建物の順で，小集団Bでは，

第７号竪穴建物から第８号竪穴建物の順で建てられたことが想定できる。

　当跡から出土した土師器の構成については，坩や高坏は極めて少なく，組成の中心は坏・椀類と甕類にほ

ぼ限定される。こうした組成は，坩や高坏を伴う古墳時代中期の器種組成とは異なり，後期の様相となって

いる。しかしながら，坏・椀類を単体でみると，和泉式の系譜を引くものや須恵器の坏蓋・坏身の模倣坏が

認められる。当跡においては，竪穴建物跡や該期の遺構間の重複関係が乏しいことや上記の特徴がみられる

坏・椀類が混在して廃棄されていることから，竪穴建物の創建・使用年代や土器の編年を考察することは難

しいと思われる。ただし，土器の様相が酷似する稲敷市堂ノ上遺跡における編年２）を用いた場合，Ⅲ～Ⅴ

期の土器が該当すると考えられるも，６世紀前葉の坏・椀類が中葉にまで継承される特徴がみられる。また，

甕類においても同様で，竈の導入によって形状が変化した長胴型と竈の導入以前の炉による煮沸に適した丸

形の体部を有する甕類が継承され，やはり混在している。こうした器種の形状の多様性には，炉から竈へ変

容していく過程で，それぞれの機能性に合わせた甕類の形状の変化と継承，時期ごとに移入される須恵器坏，

及びその模倣坏の段階的な形式変化と在地化などが背景として考えられ，堂ノ上遺跡の編年においても補足

されているように，軌を一にした形式変化はあり得ないといえる。

　一方，須恵器は数こそ少ないながらも，６世紀中葉の特徴的な製品が出土している。生産窯については，

判断がつかなかったが，技法の在り方から，上毛野地方（現在の群馬県）もしくは当該地域の技法を有した

集団によって生産された可能性のある製品が認められる。

　群馬県金山丘陵の窯跡群で出土した甕や広口壺は，５世紀後葉から末葉にかけて，陶邑窯や他地域では認

められていない口縁部に波状文を施す特徴があり，この技法はその後も継承されて，他の製品も含めて一定

量の生産がされている。また補強帯を有する甕ではあるが，４段区画の波状文は利根川以西に，３段区画は

利根川以東に多くみられる傾向や，体部の螺旋状ナデや沈線が猿投窯から上毛野地方へ導入され，継承され

たと考えられている３）。こうした特徴は，第２号竪穴建物跡の貯蔵穴から出土した広口壺（42）にみられる。

３　出土土器の組成と系譜
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４　焼却された竪穴建物跡と祀りについて

　提瓶は６世紀前葉から中葉にかけて，体部の膨らみが大きくなる特徴がみられ，湖西窯などでは鍵手状に

変遷する把手が，上毛野地方では環状把手としてその後も継承されている。また背部の閉塞技法に絞り込み

や粘土盤貼り付けが用いられている４）。こうした特徴は，第２号竪穴建物跡の貯蔵穴から出土した２個体の

提瓶（43・44）の技法と一致している。

　坏は６世紀中葉以降，底面に手持ちヘラ削りの技法が用いられる特徴があり，その後に出現する平底の坏

に継承されることから５），第５号竪穴建物跡出土の坏（60）は，上毛野地方の技法とみられる。

　これらの技法を有した須恵器は，利根川水系から香取海を介し，涸沼・涸沼前川水系を用いた搬入路が推

定され，竈の導入と併せて考えると，広域な地域間交流が想定され，古墳時代中期の生活様式から後期へ大

きく移行していく過程が考えられる。

　古墳時代中期の集落跡には，短期間で集落を廃絶したと考えられる重複関係をもたない竪穴建物跡群や，

竪穴建物の廃絶に際し，意図的に焼失させる事例が多く認められている。６世紀中葉とはいえ，当跡におけ

る集落の廃絶においては，古墳時代中期の様相を残しながら後期へと移行していると考えられる。ただ，本

跡で発掘調査した竪穴建物跡には，第２号竪穴建物を除いて，図化出来ない程度の炭化材しか散在しておら

ず，中期の竪穴建物跡にみられる焼失状況とは異なることから，焼却として扱いたい。

　当跡における竪穴建物の廃絶については，共通した覆土の堆積の在り方から解釈できる。上屋を解体した

後，柱穴や貯蔵穴などを埋め戻し，流入土，焼土を含む埋土，焼土を含まない埋土の順で堆積しており，焼

土を含む埋土からは，二次焼成を受けた土器が出土している。また二次焼成を受けた土器は，破断面に煤が

付着しているものや接合面で煤付着の有無が明確に分かれている土器が存在すること，出土量の割には接合

関係が乏しい特徴がみられる。このことは，竪穴建物跡が段階的に埋め戻され，埋め戻しの途中で意図的に

破砕した土器を投棄し，焼却させていると考えられる。さらに追加すると，竪穴建物に付設されている竈に

は，袖部の崩壊土が確認されており，堆積した流入土と照合すると，上屋解体後に空白の時間帯があり，そ

の後に焼却して廃絶していると考えられる。このことは，上屋解体時には移転先にすでに住み家が建てられ

ていると思われることから，流入土の堆積時には家財の搬出や新集落内の整備などの期間が当てはまり，元

の集落へ戻り竪穴建物を焼却させる，言わば集落廃絶のための祀りがおこなわれたことが推察できる。

　こうした祀りは，当集落の中心的人物によって催されたと考えられ，第２号竪穴建物跡がその中心となっ

たのは言うまでもない。第２号竪穴建物跡における遺物の出土状況は，貯蔵穴へ広口壺と２個体の提瓶を遺

棄した後，３群を遺棄し，２群・１群の出土遺物の順で投棄されている。広口壺と提瓶は二次焼成を受け，

提瓶はいずれも同部分の把手が意図的に打ち欠かれていたことから，埋納された可能性が高い。３群の遺物

はミニチュア土器や玉類が多く，清めの可能性があり，焼土を含む埋土中やその上位に位置する２・１群は，

坏・椀類から甕類の順で投棄されており，特徴的な二次焼成を受けている。祀りの際の食膳具や供献具，依

り代として用いられた可能性がある。

　『常陸国風土記』那賀郡の条にみられる　時臥山の説話には，神の子とされる蛇を清らかな坏から　甕へ

安置したり， 　甕を投げつけられて霊力を失う神の子の姿が描かれている。また，『古事記』や各地の『風土記』

などには，貴人に化けた神の正体を知って死の返礼を受ける人々や霊力を封じられ人々に追い出される神々

の姿が描かれており６），神々に対する畏敬の念と神の領域を侵す人々の二面性が伺われる。

　焼却した竪穴建物跡について，中期の集落である島名前野東遺跡では，土地を戻す＝ ｢自然（神）に返す｣
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といった浄化行為として神々への畏敬の念に着目している７）。一方，後期の当該地においては，該期に集落

が増加する傾向があり，未開の地に開発行為が進行したと考えられる。この開発こそ神々の領域を侵すこと

であり，短期間で集落を廃して集落を移す行為は，集落主の支配域を拡大させ，生産基盤を強固にしたと考

えられる。集落が増加する背景には，他地域からの人々の移住は勿論，技術の伝播や物流の発達による交流，

あるいは集落を割いて，多方面の開発に着手したことも推測できる。

　当跡では集落を廃した後，廃した集落へ人々が集い，祀りをおこなったことが推察できる。こうした行為は，

集落の廃絶に伴う祀りであると共に，多方面の開発に着手していた同族間の結束を確認し，あるいは依り代

としていた土器を破砕して投棄し，焼くことによって神々の霊力を封じる祀りであったようにも思われる。

　当跡の主要遺構について記したが，当跡の６世紀中葉における祀りの様相はある程度明確になったものの，

祀りの世界観については不明な事柄も多い。神話や説話の世界は，当時の祀りの世界観と深く結び付いてい

ると考えられるが，時代の背景が不明な部分もあり，考古資料と直接的に結びつけることは，現段階では危

うい点も多いと思われる。しかし，遺物の出土状態や出土遺物を詳細に観察・検討することによって，当時

の祀りの様相が，解明される可能性は十分にありえる。今後の資料の蓄積と分析に期待したい。

５　おわりに
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1,487 ㎡ 一般県道友部
内原線道路改
良事業に伴う
事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
下遠田遺跡 集落跡 古 墳 竪穴建物跡

土　坑
９軒
２基

土師器（坏・椀・壺・甕・甑・
　　　　ミニチュア土器）
須恵器（坏・蓋・装飾器台・
　　　　広口壺・提瓶）
土製品（支脚・土玉・棗玉）
石製品（砥石・紡錘車・臼玉）

館 跡 室 町 堀　跡 １条 土師質土器（小皿・皿）
磁　　　器（青磁皿）
陶　　　器（鉢）

その他 時期不明 溝　跡
土　坑
ピット群

１条
40 基
１か所

要 約 　古墳時代後期の集落跡と室町時代の館跡に伴う堀跡を確認した。６世紀中葉に廃絶された
集落で，竪穴建物の付帯施設である炉から竈への移行期，堤状施設の消滅期に当たると考え
られる。複数の竪穴建物跡は，覆土の堆積状況が酷似することや，二次焼成を受けた遺物が
同じような状況で出土していることから，同時期に廃絶されたと考えられる。調査区域で確
認できた最大の竪穴建物跡においては，貯蔵穴に須恵器の広口壺と２個体の提瓶が遺棄され，
その後ミニチュア土器と玉類，坏・椀類，甕類の順で遺棄や投棄がされている。集落の廃絶
に伴う祀りと考えられる。
　また堀跡からは，14 世紀前葉の遺物が出土している。
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